
『
花
間
集
』
に
お
け
る
「
沿
襲
」

　
　
　
　
一

後
蜀
・
趙
崇
祚
の
編
纂
に
な
る
「
花
間
集
」
十
巻
は
、
温
庭
笥
以
下
十
八
家
の
詞

五
百
首
を
収
め
、
唐
末
の
詞
お
よ
び
蜀
を
中
心
と
す
る
五
代
の
詞
を
、
も
っ
と
も
ま

と
ま
っ
た
か
た
ち
で
今
日
に
伝
え
る
。
十
八
家
の
う
ち
、
温
庭
笥
・
皇
甫
松
・
醇
昭

蔭
。
・
和
凝
・
孫
光
憲
を
除
く
十
三
家
は
、
前
蜀
（
九
〇
七
？
九
二
五
年
）
あ
る
い
は

後
蜀
（
九
三
四
～
九
六
五
年
）
に
仕
え
た
人
々
で
あ
り
、
閻
選
が
「
処
士
」
と
さ
れ

る
他
は
、
「
花
間
集
」
に
各
々
そ
の
官
名
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
蜀
の
詞
人
の
詞
に

認
め
ら
れ
る
特
色
の
一
つ
は
、
そ
の
詞
が
、
先
行
す
る
唐
詩
や
、
彼
ら
に
と
っ
て
は

先
人
で
あ
る
温
庭
笥
の
詞
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
蜀
の
詞
人
の
詞
に
表
現
を
学
び
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
詩
句
・
詞
句
を
選
び
と
り
、
こ
れ
を
自
身
の
詞
に
摂
取
し
、
一
首

を
成
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
む
ろ
ん
、
先
行
作
品
か
ら
そ
の
詩
句
を
襲
う
こ
と
は
、

詩
に
お
い
て
も
広
く
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、
「
花
間
集
」
に
お
い
て
は
、
そ

の
摂
取
の
様
相
が
、
「
意
識
的
な
模
慰
と
評
さ
れ
る
ほ
ど
に
顕
著
で
あ
る
。
先
行

す
る
作
品
は
、
と
き
に
複
数
の
作
者
に
よ
っ
て
摂
取
さ
れ
、
ま
た
、
一
首
が
摂
取
の

対
象
と
す
る
作
品
は
複
数
に
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
ひ
と
た
び
他
の
作
品
か
ら
の
摂
取
に

よ
っ
て
成
立
し
た
作
品
が
、
新
た
に
別
の
作
品
に
よ
っ
て
摂
取
さ
れ
る
例
も
み
う
け

ら
れ
る
。

　
先
行
作
品
か
ら
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
表
現
を
摂
取
す
る
こ
と
を
、
宋
人
の
詩
話

で
は
「
沿
襲
」
と
称
１
　
砧
。
沿
襲
と
は
、
も
と
、
し
き
た
り
に
順
う
こ
と
を
意
味
し
、

七
三

沢
　
　
崎
　
　
久
　
　
和

　
　
．
（
人
文
学
部
中
国
文
学
研
究
室
）

さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
に
つ
い
て
、
旧
来
の
慣
行
を
踏
襲
し
て
こ
れ
を
行
な
う
場
合
に
使

用
さ
れ
る
。
こ
の
語
が
、
詩
文
に
つ
い
て
、
先
行
作
品
の
詩
句
・
詩
意
を
自
己
の
作

品
に
摂
取
す
る
場
合
を
指
し
て
広
ぐ
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
末
代
以
降

の
こ
と
で
あ
り
、
呉
曽
の
「
能
改
斎
漫
録
」
や
魏
慶
之
の
「
詩
人
玉
屑
」
に
「
沿
襲
」

一
条
を
立
て
、
主
に
唐
宋
の
詩
か
ら
多
く
の
用
例
を
挙
げ
る
の
は
、
こ
の
意
。
味
に
お

い
て
で
あ
る
。
両
書
以
外
に
も
、
末
代
の
詩
話
に
は
、
甲
の
詩
人
の
某
句
は
乙
の
詩

人
の
某
句
を
襲
う
、
と
い
っ
た
指
摘
や
、
沿
襲
の
可
否
・
巧
拙
に
関
す
る
議
論
が
数

多
く
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
の
大
半
は
詩
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
゛
、
沿
襲

は
詞
に
お
い
て
も
ま
た
問
題
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
「
能
改
斎
漫
録
」
巻
八
に
は
、

晏
幾
道
・
張
先
・
蘇
弑
等
の
詞
に
つ
い
て
、
沿
襲
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す

る
。
「
能
改
斎
漫
録
」
に
み
ら
れ
る
指
摘
は
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
末
末
の
代
表
的
な
詞
諭
書
で
あ
る
張
炎
の
「
詞
源
」
や
沈
義
父
の
「
楽

府
指
迷
」
に
は
、
作
詞
上
の
要
諦
と
し
て
、
作
品
中
に
唐
詩
や
「
花
間
集
」
中
の

「
好
句
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
す
ぐ
れ
た
実
践
者
と
し
て

周
邦
彦
を
高
く
評
価
す
る
。
「
詞
源
」

葉
こ
そ
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の

葉
こ
そ
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
先
行
作
品
の
摂
取
が
自
覚
的
作
詞
方
法
と

し
て
説
か
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
周
邦
彦
に
お
け
る
唐
詩
に
対

や
「
楽
府
指
迷
」
に
は
「
沿
襲
」
と
い
う
言

べ
先
行
作
品
の
摂
取
が
自
覚
的
作
詞
方
法
と

す
る
沿
襲
と
、
「
花
間
集
」
に
お
け
る
唐
詩
・
温
庭
笥
の
詞
・
同
時
代
の
蜀
の
詞
等

に
対
す
る
沿
襲
と
で
は
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
一
律
に
論
じ
え
な
い
も
の
が
あ
る
け

れ
ど
も
、
宋
詞
の
作
詞
方
法
を
考
え
る
う
え
で
も
、
こ
れ
に
先
立
つ
唐
末
五
代
の
詞
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を
収
め
る
「
花
間
集
」
に
お
け
る
沿
襲
の
実
際
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
小
論
は
、
そ
の
報
告
と
基
礎
的
検
討
で
あ
る
。

　
小
論
で
は
、
先
行
作
品
か
ら
そ
の
詩
句
・
詞
句
を
自
己
の
作
品
に
摂
取
す
る
こ
と

を
広
く
沿
襲
と
称
す
る
。
こ
の
さ
い
、
「
先
行
作
品
」
と
は
、
古
人
の
作
品
の
み
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
蜀
の
詞
人
の
作
品
を
も
含
む
。
「
花
間
集
」

に
み
ら
れ
る
沿
襲
は
、
蜀
の
宮
廷
に
お
け
る
詞
人
間
の
交
流
を
反
映
し
て
、
蜀
の
詞

人
の
詞
相
互
に
も
行
な
わ
れ
る
。
蜀
の
詞
人
の
詞
化
つ
い
て
は
、
・
沿
襲
関
係
が
認
め

ら
れ
る
両
首
に
つ
い
て
、
、
そ
の
作
詞
時
期
の
先
後
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
実
際
の
創
作
過
程
峰
お
い
て
は
先
後
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
。
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先
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作
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『
と
記
し
た
が
、
こ
こ
に
は
同
時
代
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蜀
の
詞
人
の
作
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本
章
で
は
、
沿
襲
の
具
体
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

「
花
間
集
」
の
詞
に
み
ら
れ
る
沿
襲
関
係
は
多
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
の
（
一
）

（
二
）
に
お
い
て
は
、
ま
ず
温
庭
絢
の
代
表
作
「
菩
薩
蛮
」
と
「
更
漏
子
」
か
ら
各

一
首
を
取
り
あ
げ
、
こ
こ
に
使
用
さ
れ
る
表
現
が
、
章
荘
を
は
じ
め
と
す
る
蜀
の
詞

人
の
詞
に
摂
取
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
す
を
検
討
す
る
。
つ
い
で
（
三
）
に
お
い
て
は
、

逆
に
蜀
の
詞
一
首
を
取
り
あ
げ
、
一
首
が
先
行
作
品
を
い
か
に
摂
取
し
、
ま
た
同
時

代
の
ど
の
よ
う
な
作
品
と
沿
襲
関
係
を
も
ち
つ
つ
成
立
し
た
か
、
に
つ
い
て
観
察
し
、

あ
わ
せ
て
、
同
一
作
者
の
手
に
な
る
詞
と
詞
、
あ
る
い
は
詩
と
詞
に
重
出
す
る
表
現

に
つ
い
て
言
及
す
る
。
さ
ら
に
（
四
）
に
お
い
て
、
唐
詩
か
ら
の
摂
取
に
つ
い
て
検

討
し
、
最
後
に
（
五
）
に
お
い
て
、
「
花
間
集
」
に
お
け
る
沿
襲
の
対
象
と
そ
の
方

法
に
つ
い
て
基
礎
的
な
整
理
を
試
み
る
、
と
い
う
手
順
を
と
る
こ
と
と
す
る
。
本
章

に
取
り
あ
げ
得
た
用
例
は
一
部
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
花
間
集
」

に
お
け
る
沿
襲
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
蜀
の
詞
が
最
も
頻
繁
に
沿
襲
の
対
象
と
し
た
作
品
は
、
温
庭
笥
の
詞
で
あ
る
。
ま

ず
、
温
庭
笥
と
章
荘
の
詞
か
ら
、
同
一
詞
牌
「
菩
薩
蛮
」
に
属
す
る
詞
を
各
一
首
掲

げ
、
比
較
を
試
み
る
。
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右
の
両
詞
に
は
、
語
彙
か
ら
主
題
に
至
る
ま
で
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
ず
第

一
に
、
傍
点
を
施
し
た
部
分
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
使
用
さ
れ
る
語
彙
が
多
く
共
通

す
る
。
温
詞
「
玉
楼
」
と
章
詞
「
紅
楼
」
、
「
門
外
」
と
「
出
門
」
、
「
金
弱
翠
」
と

「
金
翠
羽
」
、
「
緑
窓
」
と
「
緑
窓
」
は
句
の
位
置
を
同
じ
く
し
て
対
応
し
、
「
明
月
」

と
「
残
月
」
、
「
香
燭
」
と
「
香
燈
」
は
こ
れ
を
異
に
し
つ
つ
詞
中
の
景
物
と
し
て

相
応
ず
る
。
「
花
間
集
」
に
頻
出
す
る
コ
朕
」
「
花
」
は
両
詞
と
も
に
用
い
、
語
彙

は
異
な
る
が
、
温
詞
「
子
規
啼
」
は
章
詞
「
黄
鶯
語
」
に
呼
応
し
よ
う
。
以
上
の
よ

う
な
語
彙
の
対
応
は
、
両
詞
が
描
く
情
景
、
点
綴
さ
れ
る
景
物
に
著
し
い
類
似
を
も

た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
第
二
に
、
点
綴
さ
れ
る
景
物
に
対
す
る
形
容
に
目
を
向

け
る
な
ら
ば
、
「
窓
」
に
対
す
る
「
緑
」
、
「
燭
・
燈
」
に
対
す
る
「
香
」
、
「
楼
」
に



対
す
る
「
玉
・
・
紅
」
な
ど
、
同
一
景
物
に
は
同
一
尨
い
し
同
趣
旨
の
形
容
詞
が
使
用

さ
れ
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
温
詞
の
「
残
夢
」
、
章
詞
の
「
残
月
」
に
み
ら

れ
る
「
残
」
字
の
使
用
も
、
共
に
衰
え
消
え
ゆ
く
も
の
の
姿
を
形
容
し
よ
う
と
す
る

点
て
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
、
形
容
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
語
が
共
通
す

る
こ
と
は
、
’
作
中
に
描
か
れ
る
事
物
に
対
す
る
把
握
の
方
法
が
両
詞
に
共
通
す
る
こ

と
を
意
味
し
よ
う
。
第
三
に
は
、
各
語
彙
と
、
各
語
彙
に
対
す
る
共
通
の
形
容
か
ら

導
か
れ
る
結
果
と
し
て
、
両
詞
の
場
面
設
定
の
一
致
が
あ
げ
ら
れ
る
。
両
詞
と
も
に
、

時
は
夜
、
所
は
楼
閣
の
中
、
「
緑
窓
」
（
閑
房
の
窓
）
の
内
に
は
燭
が
と
も
り
、
窓

外
に
は
月
が
か
か
る
。
登
場
人
物
は
、
相
思
の
男
女
。
場
面
は
、
二
人
の
逢
瀬
と
別

離
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
両
詞
の
主
題
が
共
通
す
る
。
両
詞
は
別
離
の
嘆
き

を
ひ
た
す
ら
感
傷
的
に
描
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
共
に
第
一
句
に
当
た
る
「
玉
楼

明
月
長
相
憶
」
と
「
紅
楼
別
夜
堪
惘
帳
」
と
に
そ
れ
ぞ
れ
要
約
さ
れ
、
ひ
い
て
は
、

「
長
相
憶
」
「
堪
惘
帳
」
と
い
う
同
一
位
置
に
据
え
ら
れ
た
三
文
字
に
凝
縮
さ
れ
る
。

「
長
相
憶
」
「
堪
惘
帳
」
は
、
と
も
に
両
詞
に
あ
っ
て
感
情
を
直
截
に
吐
露
す
る
唯

一
の
語
で
あ
り
、
そ
の
主
題
も
ま
た
こ
の
語
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
章
荘
の
詞
は
温
庭
笥
の
詞
に
対
し
著
し
い
類
似
を
示
す
。
も
し

か
り
に
、
両
詞
か
ら
個
々
の
句
を
取
り
出
し
て
比
較
す
る
な
ら
ば
、
か
な
ら
ず
し
も

沿
襲
と
称
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
け
れ
ど
も
、
両
詞
の
類
似
は
、
語
彙
・
語
彙
の

位
置
・
事
物
に
対
す
る
形
容
・
場
面
設
定
・
主
題
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
、

章
荘
の
「
菩
薩
蛮
」
　
一
は
、
温
庭
笥
の
「
菩
薩
蛮
」
六
に
学
び
、
そ
の
詞
句
・
詞
意

を
摂
取
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
温
庭
笥
の
「
菩
薩
蛮
」
六
は
、
章
荘
の
詞
に
の
み
影
響
を
与
え
た
の

で
は
な
い
。
他
の
蜀
の
詞
の
中
に
も
、
影
響
の
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
左
に

　
「
菩
薩
蛮
」
六
の
中
か
ら
一
句
を
取
り
出
し
、
毛
文
錫
の
「
酒
泉
子
」
中
の
一
句
と

比
較
し
て
み
よ
う
。

柳
糸
裏
郷
春
無
力

七
五

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

柳
糸
無
力
裏
煙
空

　
　
　
（
沢
崎
）

（
温
庭
笥
　
菩
薩
蛮
六
）

（
毛
文
錫
　
酒
泉
子
）

　
温
庭
笥
の
句
は
、
春
の
夜
の
も
の
う
い
季
節
感
を
、
な
よ
な
よ
と
糸
の
よ
う
に
揺

れ
る
柳
の
細
枝
に
託
し
つ
つ
、
「
糸
」
と
「
思
」
と
の
音
通
を
利
用
し
て
、
作
中
人

物
（
女
性
）
の
纏
綿
と
し
て
も
の
う
く
た
ゆ
た
う
思
い
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
小
川
環

樹
氏
は
、
「
風
景
を
の
べ
て
も
、
単
な
る
景
物
と
し
て
で
は
な
く
、
ひ
と
の
感
情
を

色
ど
る
も
の
と
し
て
言
い
あ
ら
わ
す
こ
と
は
、
中
国
で
は
長
い
あ
い
だ
に
発
達
し
た

技
遂
あ
っ
た
。
こ
の
技
法
を
「
詞
」
に
取
り
入
れ
た
例
は
、
早
く
温
庭
笥
に
見
ら

れ
る
。
」
と
説
か
れ
る
が
、
右
の
句
も
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
。
下
段
に
掲
げ
た
毛

文
錫
の
句
は
、
こ
の
温
詞
を
承
け
る
。
毛
詞
は
「
柳
糸
無
力
臭
煙
空
」
に
続
け
て

　
「
金
詣
不
辞
須
満
酌
　
海
案
花
下
思
服
朧
　
酔
香
風
」
と
言
い
、
登
場
人
物
は
男
性

か
と
思
わ
れ
る
が
、
冒
頭
に
は
「
緑
樹
春
深
」
と
春
の
情
景
を
歌
っ
て
お
り
、
力
な

く
揺
れ
る
柳
糸
の
姿
を
描
き
つ
つ
、
晩
春
の
も
の
う
い
気
分
を
写
し
出
す
点
で
は
、

るこえ

る
。
両
者
の
間
に
は
、
沿
襲
を
通
じ
て
抒

　
以
上
、
温
庭
笥
「
菩
薩
蛮
」
六
が
章
荘
と
毛
文
錫
の
詞
に
よ
っ
て
沿
襲
さ
れ
た
例

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
毛
文
錫
の
「
泉
酒
子
」
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、

左
の
ご
と
く
、
毛
燕
震
の
詞
と
の
間
に
明
瞭
な
沿
襲
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
。

緑
樹
春
深

燕
語
鶯
啼
声
断
続

ｓ
ｉ
　
ｓ
’
ｘ

忽
風
瓢
蕩
入
芳
叢

惹
残
紅

　
ｘ
ｌ
ｉ
　
ｉ
　
　
ｌ

柳
糸
無
力
裏
煙
空

金
詣
不
辞
須
満
酌

海
案
花
下
思
服
朧

　
Ｓ
Ｉ
　
　
Ｓ

春
暮
黄
鶯
下
瑚
前

水
精
簾
影
露
珠
懸

綺
霞
低
映
晩
晴
天

　
Ｓ
　
Ｓ
ｉ
ｌ

　
弱
柳
万
条
垂
翠
帯

　
残
紅
満
地
砕
香
銅

　
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

　
薫
風
瓢
蕩
散
軽
煙

（
毛
煕
震
　
涜
渓
沙
一
）



七

六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
）
　
人
文
科
学

　
酔
香
風

（
毛
文
錫
　
酒
泉
子
）

　
　
時
は
晩
春
（
「
春
深
」
「
春
暮
」
）
、
か
ぐ
わ
し
い
風
、
散
り
ゆ
く
紅
の
花
、
柳

　
糸
の
そ
よ
ぎ
、
時
お
り
聞
こ
え
て
く
る
鶯
の
さ
え
ず
り
。
両
詞
は
、
こ
れ
ら
窓
外
の

　
景
物
を
一
つ
一
つ
点
綴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
ゆ
た
う
よ
う
な
晩
春
の
情
感
を
巧

　
み
に
造
形
す
る
。
毛
文
錫
の
「
恵
風
瓢
蕩
入
芳
叢
　
惹
残
紅
」
は
毛
煕
震
の
「
残
紅

　
満
地
砕
香
銅
　
憩
風
瓢
蕩
散
軽
煙
」
に
対
応
し
、
「
柳
糸
無
力
臭
煙
空
」
も
’
「
弱
柳

　
万
条
垂
翠
帯
」
に
相
応
七
よ
う
。
い
ず
れ
が
。
い
ず
れ
を
襲
っ
・
だ
。
か
を
確
定
す
る
こ
と
。

　
・
は
困
難
で
あ
る
が
、

‘
両
詞
の
間
に
は
確
か
に
沿
襲
関
係
が
認
め
ら
れ
、
こ
乙
に
も
ま

　
い
た
、
先
行
作
品
か
ら
の
摂
収
を
通
じ
て
、
’
晩
春
の
情
景
描
写
と
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

で
抒
情
と
が
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
す
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
／

　
一
ｓ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
゛
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
ｌ
　
　
　
　
　
　
ｐ

　
　
一
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
。
先
行
作
品
は
と
き
に
複
数
の
作
者
に
よ
っ
て
摂

　
取
を
受
け
、
逆
に
一
首
が
摂
取
の
対
象
と
す
る
作
品
は
複
数
に
及
ぶ
。
本
節
で
取
り

　
あ
げ
、
ま
た
後
節
で
も
紹
介
す
る
よ
う
に
、
蜀
の
詞
人
に
と
っ
て
温
庭
笥
の
詞
は
有

　
力
な
沿
襲
の
対
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
蜀
の
詞
人
相
互
に
も
沿
襲
は
頻
繁
に
行
な
わ

　
れ
た
。
そ
の
さ
い
、
沿
襲
は
同
一
詞
牌
に
よ
る
作
品
間
に
も
、
異
な
っ
た
詞
牌
に
よ

　
る
作
品
間
に
も
行
な
わ
れ
、
か
く
し
て
、
先
行
作
品
が
備
え
る
情
景
描
写
と
そ
の
抒

　
情
は
踏
襲
さ
れ
て
新
た
な
作
品
に
盛
り
込
ま
れ
、
ま
た
さ
ら
に
他
の
作
品
と
も
継
承

　
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
「
花
間
集
」
の
作
品
世
界
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
　
本
節
で
は
、
「
菩
薩
蛮
」
と
な
ら
ん
で
温
庭
笥
の
代
表
作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る

　
「
更
漏
子
」
二
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
の
詞
は
、
章
荘
を
始
め
と
す
る
何
人
も
の
「
花

　
間
集
」
の
詞
人
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
沿
襲
を
受
け
た
詞
句
も
複
数
箇
所
に
の
ぼ

　
る
。
そ
こ
で
、
本
節
前
半
に
お
い
て
は
、
「
更
漏
子
」
前
関
の
う
ち
こ
と
に
「
簾
外

　
暁
鶯
残
月
」
と
い
う
句
を
中
心
に
沿
襲
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
後
半
に
お
い
て
は
、

後
関
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
、
前
関
に
つ
い
て
、
章
荘
の
「
荷
葉
盃
」
こ
と
の
比
較
を
試
み
る
。

星
斗
稀
　
鍾
鼓
歌

記
得
那
年
花
下

深
夜

初
識
謝
娘
時

水
堂
西
面
画
簾
垂

携
手
暗
相
期

　
３
１
Ｘ
　
Ｉ
Ｉ
　
ち

・
惘
惧
暁
鶯
残
月
’

　
　
ｊ
｛
｀
　
　
・

ご
湘
別

従
此
隔
音
塵

　
如
今
倶
是
異
郷
人

　
相
見
更
無
因

（
章
荘
　
荷
葉
盃
二
）

７

簾
外
暁
鶯
残
月

蘭
露
重
　
柳
風
斜

満
庭
堆
落
花

虚
閣
上
≒
倚
欄
望
八
’

還
似
去
年
惘
帳

．
春
欲
暮
’
思
無
窮

　
旧
歓
如
夢
中

‐

（
温
旺
笥
　
更
漏
子
二
）
、

温
庭
笥
の
詞
は
、
前
関
で
は
簾
外
の
景
物
を
一
つ
一
つ
拾
い
つ
つ
暁
の
訪
れ
を
示
し
、

後
関
で
は
人
気
な
き
高
閣
の
上
、
欄
干
に
倚
り
つ
つ
、
季
節
の
う
つ
ろ
い
の
中
に

「
旧
歓
」
を
夢
の
よ
う
に
回
想
す
る
情
景
を
描
く
。
「
旧
歓
」
と
は
、
か
つ
て
の
逢

瀬
の
歓
び
を
意
味
し
、
一
首
に
は
別
離
の
嘆
き
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
三
字
句
を
基

調
と
す
る
点
綴
的
表
現
を
運
用
し
た
こ
の
詞
は
、
「
花
間
集
」
の
詞
人
に
よ
っ
て
随

処
に
摂
取
さ
れ
た
。
こ
と
に
前
関
「
簾
外
暁
鶯
残
月
」
は
、
夜
明
け
の
景
物
を
背
景

に
別
離
の
嘆
き
を
描
く
作
品
に
襲
用
さ
れ
、
な
か
で
も
「
暁
鶯
」
二
字
は
「
花
間
集
」

に
お
け
る
い
わ
ば
詞
の
「
詩
語
」
と
し
て
定
着
し
た
観
か
あ
り
、
特
定
の
情
景
に
か

た
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
（
後
述
）
に
至
っ
て
い
る
。

　
下
段
に
掲
げ
た
章
荘
の
詞
「
荷
葉
盃
」
は
、
前
関
で
は
深
夜
の
花
の
下
で
の
出
会

い
と
再
会
の
誓
い
と
を
回
想
し
、
後
関
で
は
、
鶯
な
き
月
か
た
ぶ
く
夜
明
け
に
別
れ



を
告
げ
て
以
来
、
身
は
異
郷
の
人
と
な
り
、
逢
う
よ
し
も
な
い
こ
と
を
歌
う
。
こ
の

う
ち
「
惘
帳
暁
鶯
残
月
」
は
温
庭
笥
の
「
簾
外
暁
鶯
残
月
」
を
襲
い
、
ま
た
、
章
詞

が
直
截
に
感
情
を
吐
露
す
る
唯
一
の
語
で
あ
る
「
惘
帳
」
も
、
温
詞
の
「
還
似
去
年

惘
帳
」
を
承
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
「
惘
帳
暁
鶯
残
月
」
が
一
首
中
に
占
め
る
位

置
・
役
割
に
着
目
す
Ｊ
昿
ら
ば
、
こ
の
句
は
詞
の
形
態
上
は
双
調
後
関
劈
頭
の
句
、

す
な
わ
ち
後
に
言
う
過
片
に
当
た
り
、
内
容
上
は
、
逢
瀬
の
歓
び
（
前
関
）
が
別
離

の
嘆
き
（
後
嗣
）
に
転
ず
る
、
夜
か
ら
夜
明
け
へ
の
接
点
に
当
た
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
「
暁
鶯
残
月
」
は
、
’
作
中
の
二
人
に
暁
を
告
げ
別
離
を
促
す
、
き
わ
め
て
印
象

深
い
景
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
一
句
は
一
首
中
に
は

な
は
だ
重
き
を
な
す
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
’
て
、
章
荘
の
詞
は
温
庭
笥
の
詞
を
沿
襲

す
る
こ
と
に
よ
り
、
単
に
暁
の
描
写
を
借
用
し
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
別
離
の

場
面
を
構
成
す
る
適
切
な
点
景
と
し
て
、
そ
の
抒
情
を
も
承
け
継
い
で
い
る
と
い
え

よ
う
。

　
「
簾
外
暁
鶯
残
月
」
と
い
う
一
句
が
、
単
に
夜
明
け
の
窓
外
の
景
物
。
と
し
て
の
み

受
け
取
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
の
句
を
沿
襲
す
る
他
の
「
花
間
集
」

所
収
詞
と
の
比
較
に
よ
っ
て
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。

春
到
長
門
春
草
青

玉
階
華
露
滴

月
朧
明

東
風
吹
断
紫
蕭
声

宮
漏
促

ｓ
ｘ
　
ｓ
　
ｓ
　
ｌ

簾
外
暁
啼
鶯

愁
極
夢
難
成

紅
粧
流
宿
涙

不
勝
情

七
七

　
　
Ｓ
　
Ｓ
・
　
　
一
Ｉ
Ｘ

　
月
照
玉
楼
春
漏
促

．
颯
颯
風
揺
庭
瑚
竹

　
夢
驚
鴛
被
覚
来
時

　
何
処
管
絃
声
断
続

惘
帳
少
年
遊
冶
去

枕
上
両
蛾
措
細
緑

　
ｌ
　
ｓ
ｘ
ｘ
ｓ

暁
鶯
簾
外
語
花
枝

背
帳
猶
残
紅
蝋
燭

（
顧
負
　
玉
楼
春
二

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

（
沢
崎
）

柳
如
眉
　
雲
似
髪

鮫
納
霧
穀
龍
香
雪

夢
魂
驚

　
Ｓ
Ｘ
　
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｓ
　
Ｘ

窓
外
暁
鶯
残
月

　
χ
　
χ
　
Ｓ

　
鍾
漏
歌

Ｉ
　
Ｓ
　
Ｘ

幾
多
情
・
　
無
処
説

落
花
飛
架
清
明
節

少
年
郎
　
容
易
別

△
去
音
書
断
絶

（
魏
承
斑
　
漁
歌
子
）

手
捜
棺
帯
遠
階
行

思
君
切

羅
幌
暗
塵
生

（
蔀
昭
蔽
　
小
重
山
二

　
　
右
三
首
は
、
と
も
に
温
庭
笥
「
更
漏
子
」
と
の
共
通
点
を
も
つ
。
第
一
に
、
暁
の

　
鶯
と
月
と
が
窓
外
の
景
物
と
し
て
点
綴
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
「
簾
外
」
（
蔀
・
顧
詞
）

　
「
窓
外
」
（
魏
詞
）
と
い
う
語
を
、
章
荘
の
「
荷
葉
盃
」
は
用
い
な
い
。
右
三
首
は

　
章
詞
を
介
す
る
こ
と
な
く
直
接
に
温
詞
を
襲
う
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
「
暁
鶯
」

　
を
含
む
句
の
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
宮
漏
促
」
「
春
漏
促
」
「
鍾
漏
歌
」
と
い
う
、
時

　
間
の
経
過
を
示
し
夜
明
け
の
訪
れ
を
告
げ
る
句
を
置
く
こ
と
。
こ
れ
は
、
温
詞
が

　
「
簾
外
暁
鶯
残
’
月
」
の
直
前
に
や
は
り
夜
明
け
を
告
げ
る
句
「
星
斗
稀
　
鍾
鼓
歌
」

　
を
配
置
す
る
の
に
倣
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
暁
の
鶯
と
月
と
が
、
等
し
く

　
別
離
の
嘆
き
を
歌
う
詞
の
舞
台
設
定
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
章
荘
の

　
「
荷
葉
盃
」
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
夢
覚
め
て
の
ち
（
顧
・
魏
詞
）
、
あ
る

　
い
は
、
悲
し
み
の
余
り
夢
さ
え
も
結
ば
ず
に
夜
を
明
か
し
た
の
ち
に
（
蔀
詞
）
、
耳

　
に
聞
こ
え
目
に
入
る
の
が
鶯
の
声
・
残
ん
の
月
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
別
れ
の
悲
し
み

　
を
詠
出
す
る
さ
い
の
一
つ
の
舞
台
装
置
と
化
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
右
三
首

　
に
は
、
「
簾
外
暁
鶯
残
月
」
を
沿
襲
す
る
に
あ
た
り
、
単
に
こ
の
句
の
語
彙
を
摂
取

　
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
語
彙
が
も
と
の
詞
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
文
脈
を

　
も
吟
味
し
、
こ
れ
に
積
極
的
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
よ
う
す
が
観
察
さ
れ
る
。
そ
の

　
結
果
、
沿
襲
さ
れ
た
語
彙
は
、
作
品
に
展
開
さ
れ
る
主
題
た
る
別
離
の
嘆
き
と
密
接

　
に
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
「
暁
鶯
」

　
二
字
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
左
’
に
、
「
花
間
集
」
か
ら
す
で
に
紹
介

’
し
た
「
暁
鶯
」
五
例
以
外
の
用
例
を
す
べ
て
掲
げ
よ
う
。

・
緑
楊
晒
上
多
離
別
…
…
覚
来
聞
暁
鶯
（
温
庭
笥
菩
薩
蛮
五
）
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（
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五
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人
文
科
学

・
細
雨
暁
鶯
春
晩
…
…
腸
断
塞
門
消
息
　
雁
来
稀
（
温
庭
笥
　
定
西
番
三
）

・
未
捲
珠
簾
　
夢
残
　
惘
帳
聞
暁
鶯
（
温
庭
笥
　
遠
方
怨
二
）

つ
雨
初
晴
　
暁
鶯
声
…
…
睡
起
巻
簾
無
一
事
（
張
泌
　
江
城
子
こ

・
暁
鶯
啼
破
相
思
夢
…
…
佳
期
堪
恨
再
難
尋
（
顧
箆
　
虞
美
人
こ

・
無
頼
暁
鶯
驚
夢
断
…
…
一
自
玉
郎
遊
冶
去
（
鹿
虔
展
　
臨
江
仙
二
）

　
温
庭
梅
の
詞
は
、
右
六
例
の
う
ち
半
を
占
め
る
。
エ
ハ
例
中
、
張
泌
「
江
城
子
」
の
み

は
直
接
に
は
別
離
を
言
わ
な
い
・
け
れ
ど
も
、
他
は
別
離
の
嘆
き
を
歌
い
、
し
か
も
。

　
「
覚
来
」
「
夢
残
」
「
睡
起
」
「
啼
破
相
思
夢
」
「
驚
夢
断
」
等
の
表
現
に
よ
っ
て

衣
さ
れ
る
よ
う
に
い
夢
中
の
人
が
目
覚
め
て
ぎ
外
に
鶯
声
を
鳳
く
’
、
と
’
い
う
設
定
は

張
泌
の
詞
に
も
共
通
し
て
い
る
。
「
暁
鶯
」
‘
・
９
イ
ソ
ー
。
ジ
は
、
、
「
花
澗
集
」
の
詞
人
。
。
。

に
あ
う
て
亘
全
く
温
詞
に
依
拠
し
、
温
詞
が
好
Å
で
用
い
た
特
定
の
文
脈
に
お
い
’
て
　
’

登
場
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で

、
「
暁
鶯
」
は
「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
詩
語
」

と
称
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
言
い
煙
る
な
ら
ば
、
「
暁
鶯
」
は
彼
ら
の
共
通
の
美

意
識
の
対
象
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
で
、
温
庭
笥
「
更
漏
子
」
二
前
関
の
う
ち
「
簾
外
暁
鶯
残
月
」
に
つ
い
て
の

検
討
を
終
え
、
次
に
後
関
か
ら
沿
襲
例
を
取
り
あ
げ
る
。

星
斗
稀
　
鍾
鼓
歌

簾
外
暁
鶯
残
月

蘭
露
重
　
柳
風
斜

満
庭
堆
落
花

　
ｓ
　
ｉ
　
ｓ
　
　
ｓ
４
　
ｓ

虚
閣
上
　
倚
欄
望

還
似
去
年
惘
帳

春
欲
暮
　
思
無
窮

旧
歓
如
夢
中

鳳
香
緑
雲
叢

深
掩
房
榴

錦
書
通

夢
中
相
見
覚
来
傭

句
面
涙
　
瞼
珠
融

因
想
玉
郎
何
処
去
　
対
淑
景
誰
同

　
Ｓ
Ｓ
Ｉ

小
楼
中

　
４
　
ｓ
％
ｓ

春
思
無
窮

（
温
庭
笥
　
更
漏
子
二
）

倚
欄
即
望
　
闇
牽
愁
緒
　
柳
花
飛
起
東
風

斜
日
照
簾
　
羅
幌
香
冷
粉
屏
空

海
案
零
落
　
鶯
語
残
紅

（
欧
陽
畑
　
鳳
楼
春
）

　
温
庭
絢
は
夜
明
け
を
、
欧
陽
煩
は
夕
暮
を
描
く
が
、
両
詞
の
場
面
設
定
は
は
な
は

だ
似
る
。
時
は
春
、
簾
の
外
に
鶯
は
啼
き
、
花
は
散
り
、
柳
は
風
に
吹
か
れ
、
人
は

楼
閣
の
中
、
ヽ
欄
干
に
倚
り
つ
つ
彼
方
を
望
み
、
窮
ま
る
こ
と
無
き
思
い
に
耽
り
、
か
‘

つ
て
句
逢
瀬
の
歓
び
は
、
。
み
な
夢
の
中
。
（
傍
点
を
施
し
た
語
は
、
両
詞
と
も
に
‘
使

用
さ
れ
る
。
）
と
り
わ
け
欧
陽
爛
が
注
目
し
た
の
は
、
欄
に
倚
っ
て
な
が
め
や
る
姿

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
フ
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
・

の
中
に
て
心
中
無
限
の
愁
思
を
表
現
す
る
句
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
「
小
楼
中
　
ヽ
春

思
無
窮
　
倚
掴
順
望
」
と
温
詞
を
直
接
に
沿
襲
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
’
こ
の
「
倚
欄
」

と
同
趣
旨
の
表
現
は
、
古
く
劉
宋
の
王
微
に
。
「
思
婦
臨
高
台
　
長
想
憑
華
軒
」
（
雑

詩
　
文
選
三
十
）
と
あ
り
、
思
婦
の
情
が
「
軒
に
憑
る
」
姿
勢
と
と
も
に
詠
出
さ
れ

る
な
ど
、
も
と
詩
に
襲
用
さ
れ
る
。
温
庭
鍋
の
「
倚
欄
望
」
も
詩
に
お
け
る
表
現
を

承
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
「
花
間
集
」
で
は
、
他
に
も
「
倚
欄
・
倚
檻
・
倚
楼
・
倚
閣
・

倚
門
・
倚
戸
・
倚
扉
・
倚
屏
・
倚
韓
」
「
凭
欄
・
凭
閤
・
憑
檻
」
等
、
さ
ま
ざ
｀
ま
に

類
似
表
現
を
生
み
出
し
て
お
り
、
そ
の
さ
い
、
「
独
・
閑
・
愁
・
無
語
・
無
言
・
惘

帳
・
無
悸
独
・
含
愁
独
」
な
ど
の
修
飾
語
を
冠
し
て
、
倚
り
か
か
る
姿
勢
に
付
随
す

る
心
理
を
も
よ
り
細
や
か
に
描
阿
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
、
心
理
そ
の
も
の
へ

の
着
目
は
、
宋
詞
に
継
承
さ

(
２
)
。

　
次
に
い
ま
一
例
、
章
荘
の
詞
と
の
比
較
を
試
み
よ
う
。

『
星
斗
稀
　
鍾
鼓
歌

　
簾
外
暁
鶯
残
月

　
蘭
露
重
　
柳
風
斜

　
ｓ
ｘ
ｓ
ｓ
ｌ

　
満
庭
堆
落
花

春
欲
暮

　
４
く
　
ｘ
　
ｓ
ｏ
ｏ
ｏ

満
地
落
花
紅
帯
雨

惘
帳
玉
箭
鸚
鵡

単
棲
無
伴
侶



虚
閣
上
　
倚
欄
望

還
似
去
年
惘
帳

春
欲
暮
　
思
無
窮

　
ｓ
ｌ
　
ｉ
　
ｓ
ｌ

旧
歓
如
夢
中

（
温
庭
笥
　
更
漏
子
二
）

南
望
去
程
何
許

　
○
○
○
○
○

開
花
花
不
語

早
晩
得
同
帰
去

恨
無
双
翠
羽

（
章
荘
　
帰
国
遥
一
）

　
Ｘ
　
Ｓ
４
　
Ｘ
Ｓ

　
旧
歓
如
夢
裏

（
章
荘
　
帰
国
遥
二
）

　
右
に
掲
げ
る
章
荘
の
詞
「
帰
国
遥
」
　
一
の
冒
頭
は
、
上
段
の
温
庭
笥
「
更
漏
子
」

に
依
る
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
も
し
両
詞
の
み
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
に
わ
か
に
沿

襲
関
係
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ち
、
下
段
に
掲
げ
た
よ

う
に
、
章
荘
は
「
帰
国
遥
」
二
の
末
句
に
お
い
て
も
「
旧
歓
如
夢
裏
」
と
、
温
詞
の

末
句
と
同
一
表
現
を
用
い
て
い
る
。
し
か
も
、
圏
点
を
施
し
た
「
礁
マ
雨
」
は
、
温

庭
笥
の
歌
行
の
中
で
も
と
り
わ
け
印
象
的
な
句
「
愁
紅
帯
露
空
迢
迢
」
（
惜
春
詞

才
調
集
二
）
に
｀
Ｊ
Ｊ
｝
を
得
、
「
問
花
花
不
語
」
も
や
は
り
温
庭
笥
「
惜
春
詞
」
中
の

「
百
舌
開
花
花
不
語
」
に
依
っ
て
た
だ
ち
に
沿
襲
し
た
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
「
帰
国
遥
」
が
温
庭
笥
の
「
更
漏
子
」
二
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
成
立
し
た
と

は
考
え
が
た
い
の
で
あ
る
。
先
に
論
じ
た
通
り
、
章
荘
は
「
荷
葉
盃
」
二
に
お
い
て

も
温
庭
笥
の
「
簾
外
暁
鶯
残
月
」
に
表
現
を
得
て
お
り
、
章
荘
が
温
庭
笥
の
作
品
を

仔
細
に
読
み
、
自
身
の
創
作
に
資
し
て
い
た
こ
と
は
、
十
分
に
首
肯
さ
れ
て
よ
い
と

考
え
る
。

　
‘
以
上
、
本
章
の
（
一
）
（
二
）
に
お
い
て
は
、
温
庭
笥
の
代
表
作
「
菩
薩
蛮
」

「
更
漏
子
」
を
取
り
あ
げ
、
章
荘
を
始
め
と
す
る
蜀
の
詞
人
に
よ
る
沿
襲
に
つ
い
て

検
討
し
た
。
後
出
の
詞
人
が
温
庭
笥
の
詞
に
注
目
し
、
随
処
に
沿
襲
し
、
そ
の
語
彙
、

事
物
に
対
す
る
形
容
、
景
物
の
配
合
、
場
面
設
定
、
主
題
、
作
中
に
揺
曳
す
る
抒
情

等
の
全
体
ま
た
は
一
部
を
、
積
極
的
に
自
身
の
詞
に
摂
取
し
、
新
た
な
作
品
を
生
み

出
し
て
い
く
過
程
が
こ
こ
に
う
か
が
い
得
る
。
そ
の
さ
い
、
温
庭
笥
の
詞
を
沿
襲
し

て
成
っ
た
詞
が
、
さ
ら
に
他
の
蜀
の
詞
と
も
沿
襲
関
係
を
有
す
る
例
を
も
紹
介
し
た

七
九

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

（
沢
崎
）

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
十
分
で
は
な
い
。
「
花
間
集
」
に
お
け
る
・
沿

襲
は
、
あ
た
か
も
大
小
の
鎖
の
環
の
よ
う
に
表
現
が
連
鎖
し
、
そ
の
一
一
に
・
つ
い
了

聯
綿
と
記
述
し
て
い
く
な
ら
ば
、
な
か
ば
限
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
節

（
三
）
に
お
い
て
は
、
（
一
）
（
二
）
と
は
逆
に
、
蜀
の
詞
一
首
を
取
り
あ
げ
、
こ

れ
が
ど
の
よ
う
な
先
行
作
品
を
摂
取
し
、
ま
た
摂
取
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
か
に
焦
点
を
据
え
、
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
本
節
で
は
魏
承
斑
の
「
漁
歌
子
」
を
取
り
あ
げ
沿
襲
関
係
に
あ
る
作
品
を
尋
ね
る
。

蜀
の
詞
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
詠
出
さ
れ
た
か
。
、
こ
れ
は
そ
の
一
例
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
次
の
頁
に
掲
げ
る
詞
八
首
の
う
ち
魏
承
斑
の
「
漁
歌
子
」
は
、
前
関
で
窓
外
の
景

物
を
点
綴
し
つ
つ
女
性
の
姿
と
そ
の
明
け
方
の
目
覚
め
を
描
き
、
後
関
で
は
、
落
花
’
・

飛
架
を
背
景
に
、
・
消
息
な
き
人
へ
の
思
い
を
歌
う
。
特
別
の
典
故
は
使
用
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
一
句
一
句
が
沿
襲
し
た
も
と
の
作
品
を
承
知
し
な
く
と
も
、
一
応
の
読

解
に
支
障
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
詞
の
成
り
立
ち
は
単
純
で
は
な
い
。
以

下
に
順
を
逐
っ
て
沿
襲
関
係
に
あ
る
作
品
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
前
閤
「
鍾
漏
歌
　
窓
外
暁
鶯
残
月
」
が
温
庭
笥
「
更
漏
子
」
二
を
襲
う
こ

と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
。
次
に
、
後
関
「
落
花
飛
架
清
明
節
」
は
、
中
段
に
掲
げ

る
張
泌
「
江
城
子
」
と
、
そ
の
先
後
は
定
め
が
た
い
な
が
ら
、
沿
襲
関
係
に
あ
る
。

「
清
明
節
」
は
陰
暦
三
月
、
晩
春
に
当
た
り
、
「
落
花
飛
架
」
「
鶯
」
・
も
晩
春
の
景

を
代
表
す
る
。
季
節
感
が
い
く
つ
か
の
特
定
の
景
物
の
配
合
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る

こ
と
も
、
「
花
間
集
」
で
は
随
処
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
・
。
後
関
「
少
年
郎

容
易
別
」
は
章
荘
「
上
行
盃
」
二
を
襲
い
、
「
上
行
盃
」
二
は
ま
た
下
段
左
の
張
泌

「
河
伝
」
　
一
と
明
瞭
な
沿
襲
関
係
を
有
し
、
さ
ら
に
、
章
荘
自
身
の
「
上
行
盃
」
　
一

と
も
末
尾
の
表
現
を
同
じ
く
す
る
。
魏
承
斑
の
「
漁
歌
子
」
に
は
、
お
お
よ
そ
以
上

の
よ
う
な
沿
襲
関
係
が
指
摘
し
得
る
が
、
こ
れ
以
外
の
句
に
つ
い
て
も
、
「
花
間
集
」



八
〇

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
）
　
人
文
科
学

星
斗
稀

　
Ｉ
Ｘ
　
Ｉ

花
半
柝

　
　
ｓ
　
　
χ

未
捲
珠
簾

夢
残
　
惘

（
温
庭
玲
・
退
方
怨
二
）

。
％
　
ｘ
　
ｓ
　
ｓ
　
１
　
３

　
時
節
正
是
清
明
ｊ
　
ｙ

＼
恥
杵
昏
…
…
…

　
'
ｍ
ｍ
ｍ
　
士
ヽ

（
章
荘
　
河
伝
三
）

今
日
送
君
千
万

紅
鎔
玉
盤
金
鍍
詣

　
Ｘ
４
Ｘ
　
Ｘ
　
Ｉ
Ｉ

　
簾
外
暁
鶯
残
月
　
」
／

（
温
庭
笥
　
更
漏
子
二
）

碧
欄
干
外
小
中
庭

甘
〈

飛
架
落
袷

」
Λ

註
絲
ジ

句
面
了
　
没
心
情

（
張
泌
江
城
子
こ

白
馬
玉
鞭
金
轡

　
Ｓ
Ｓ
Ｓ

少
年
郎

　
４
Ｓ
％
　
Ｘ
　
Ｉ
Ｘ
４

迢
過
去
程
千
万
里

惘
帳
異
郷
雲
水

言
玉
子
Ｌ
w
w
･
言
尹

（
章
荘
　
上
行
盃
こ

満
酌
一
盃
勧
和
涙

Ｓ
％
Ｉ
　
Ｓ
４

（
章
荘
　
上
行
盃
二
）

柳
如
眉
　
雲
似
髪

飲
紺
霧
毀
寵
香
言

歌

　
一
去
音
書
断
絶

（
魏
承
斑
　
漁
歌
子
．
）

惘
帳
暮
帆

ｘ
　
ｓ
ｌ
　
ｌ

去
程
迢
返

夕
陽
芳
草
千
里

一
万
里

　
雁
声
無
限
起

（
張
泌
　
河
伝
一
）

「
南
歌
子
」
　
一
に
、
「
無
処
説
」
は
章
荘
「
応
天
長
」
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
句
が

用
い
ら
れ
、
「
夢
魂
驚
」
は
顧
負
に
「
旧
惺
時
有
夢
魂
驚
」
（
虞
美
人
三
）
、
「
良
宵

空
使
夢
魂
驚
」
（
涜
渓
沙
七
）
な
ど
と
、
「
音
書
断
絶
」
は
「
無
処
説
」
と
同
じ
く

章
荘
「
応
天
長
」
二
に
「
別
来
半
歳
音
書
断
」
な
ど
と
み
え
、
さ
ら
に
、
「
鮫
、
納
」

「
霧
毀
」
「
香
雪
」
等
の
語
彙
も
、
そ
れ
ぞ
れ
欧
陽
煩
「
南
郷
子
」
七
・
蔀
昭
薩

「
女
冠
子
」
二
・
温
庭
笥
「
菩
薩
蛮
」
五
等
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
い
語

句
に
つ
い
て
は
、
沿
襲
に
含
め
が
た
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
詩
に
既
出
の
も
の
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
．
魏
承
斑
ひ
’
「
漁
歌
デ
」
が
、
独
創
吋
表
現
よ
り
む
し
’

ろ
游
用
さ
れ
た
表
現
の
運
用
を
好
み
、
上
一
首
を
構
成
す
る
こ
と
に
努
め
だ
こ
と
を
知

｛
る
に
は
十
分
で
あ
る
。
も
し
、
今
日
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
蜀
の
詞
を
検
跡
す

例
で
あ
り
、
章
荘
の
七
言
絶
句
「
１
　
昭
」
（
才
調
集
三
）
に
、
早
春
の
雪
の
消
え
や

ら
ぬ
長
安
街
を
ス
ケ
。
チ
し
て
「
一
枝
春
雪
凍
梅
花
」
と
歌
う
そ
の
同
一
句
が
、
詞

り
簡
潔
に

　
　
　
（
1
3
｛

「
背
燈
眠
　
玉
政
横
枕
辺
」
と
あ
る
の
は
、
詞
と
詞
の
間
に
み
ら
れ
る
Ｉ

の
「
涜
渓
沙
」
三
に
お
い
て
女
性
の
「
玉

の
は
、
。
詩
と
詞
の
間
に
み
ら
れ
る
一
例
で

回
の
清
冽
な
比
喩
と
し
て
使
用
さ
れ
る

。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
通
常
、
沿
襲

に
は
類
似
表
現
が
随
処
に
認
め
ら
れ
、
作
品
成
立
の
先
後
が
定
か
で
は
な
い
例
を
も

含
め
る
な
ら
ば
、
魏
承
斑
の
独
創
に
か
か
る
表
現
は
ほ
と
ん
ど
無
い
か
に
み
え
る
。

た
と
え
ば
、
「
柳
如
眉
」
は
温
庭
錫
「
定
西
番
」
三
に
、
「
幾
多
情
」
は
毛
煕
震



と
は
称
さ
な
い
し
、
し
か
も
詩
に
お
い
て
も
、
同
一
作
者
男
体
に
な
る
同
一
句
が
複

数
の
作
品
に
重
複
し
て
使
用
さ
れ
る
例
が
報
告
さ
れ
て
心
必
、
こ
の
事
自
体
が
、

「
花
間
集
」
に
特
徴
的
な
事
柄
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
沿
襲
が
、
表
現

の
重
複
を
厭
わ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
の
こ
と
を
積
極
的
に
生
か
そ
う
と
す
る
態
度
に

出
る
表
現
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
・
右
に
掲
げ
た
用
例
は
、
か
か
る
態
度
が
自
分
自

身
の
作
品
間
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
。

「
花
間
集
」
に
お
け
る
一
首
の
詞
が
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
詠
出
さ
れ
る
に
至
っ

た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
は
、
看
過
し
得
な
い
事
柄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

　
本
節
で
は
、
唐
詩
に
対
す
る
沿
襲
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
た
だ
し
、
唐
代
の
詩

は
厖
大
で
あ
り
、
こ
こ
に
検
討
の
対
象
と
し
た
詩
は
、
わ
ず
か
に
、
後
蜀
章
穀
編

「
才
調
集
」
に
収
め
ら
れ
る
詩
千
首
の
’
侃
、
管
見
に
及
ん
だ
も
の
に
限
ら
れ
る
こ

と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。
「
才
調
集
」
を
取
り
あ
げ
た
理
由
は
、
一
つ
に
は
、

こ
の
集
が
唐
人
選
唐
詩
の
中
で
も
最
も
多
数
の
詩
を
収
録
し
、
し
か
も
、
そ
の
編
纂

時
期
が
「
花
間
集
」
に
近
く
、
編
纂
地
も
他
な
ら
ぬ
「
花
間
集
」
と
同
じ
後
蜀
で
あ

る
た
め
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
に
は
、
末
代
に
入
っ
て
、
欧
陽
脩
の
詞
に
「
才
調
集
」

に
着
想
を
得
た
句
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
柘
ご
め
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
顧
箆
の
詞
が
白
居
易
の
詩
を
襲
う
例
を
あ
げ
る
。
（
題
名
下
の
巻
数
は

「
才
調
集
」
の
巻
数
を
示
す
。
）

採
帷
開
賭
翠

　
４
％
ｘ
　
ｘ
　
ｓ

羅
薦
払
鴛
鴛

暗
嬌
粧
暦
笑

　
χ
　
３
　
３
　
４
　
Ｉ

私
語
口
脂
香

八
一

一
炉
龍
箭
錦
帷
傍

屏
掩
映
　
燭
焚
煌

禁
楼
「
つ
斗
喜
初
長

　
Ｉ
一
ｌ
ｓ
４

羅
薦
繍
鴛
鴬

　
　
　
　
　
　
χ
　
ｓ
　
ｓ
χ
　
χ

山
枕
上
　
私
語
口
脂
香

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

（
沢
崎
）

（
白
居
易
　
江
南
喜
逢

詩
五
十
韻
　
巻
一
）

（
顧
負
　
甘
州
子
こ

　
顧
瓊
の
詞
の
後
半
、
う
す
絹
の
し
と
ね
に
は
鴛
爾
の
ぬ
い
と
り
、
枕
辺
に
ひ
っ
そ

り
と
語
り
合
え
ば
、
た
だ
よ
う
て
く
る
の
は
口
紅
の
香
、
と
い
う
濃
艶
な
情
景
は
、

上
段
に
掲
げ
た
白
居
易
の
長
編
詩
か
ら
任
意
に
二
句
を
摂
取
し
、
「
払
」
字
を
よ
り

華
麗
な
「
繍
」
字
に
改
め
、
ひ
と
続
き
の
句
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

こ
と
に
「
私
語
口
脂
香
」
は
、
二
人
が
間
近
に
語
り
合
う
情
景
を
、
た
だ
よ
う
て
く

る
香
り
に
よ
っ
て
旁
郎
さ
せ
て
巧
み
で
あ
り
、
末
代
に
入
っ
て
、
唐
詩
の
摂
取
に
長

じ
た
周
邦
彦
の
沿
襲
す
る
と
こ
ろ
と
も
な
っ
て
し
誕
。

　
顧
瓊
か
白
居
易
の
長
編
詩
か
ら
沿
襲
す
る
例
を
、
い
ま
一
首
掲
げ
る
。

授
写
詩
盈
軸

空
盛
酒
満
壷

只
添
新
帳
望

豊
復
旧
歓
娯

（
白
居
易
　
東
南
行

　
一
百
韻
　
巻
一
）

３
　
Ｘ
Ｘ
　
　
一
　
Ｉ
　
Ｓ

旧
歓
娯
　
新
帳
望

擁
鼻
含
痴
楼
上

濃
柳
翠
　
晩
霞
微

江
鴎
接
翼
飛

簾
半
捲
　
屏
斜
掩

遠
岫
参
差
迷
眼

　
ｓ
　
４
　
１
　
　
χ
　
χ
χ

歌
満
耳
　
酒
盈
樽

前
非
不
要
論

（
顧
良
　
更
漏
子
）

　
「
更
漏
子
」
の
冒
頭
二
句
は
、
白
居
易
の
詩
二
句
か
ら
下
三
字
の
み
を
襲
い
、
対

句
と
し
た
も
の
。
白
詩
の
「
望
」
字
は
も
と
よ
り
非
押
韻
字
で
あ
る
が
、
顧
瓊
は
二

句
の
位
置
を
入
れ
替
え
て
、
こ
れ
を
仄
声
の
押
韻
個
所
に
据
え
る
（
望
上
押
韻
）
。

後
関
の
「
歌
満
耳
　
酒
盈
樽
」
も
、
白
詩
の
二
句
か
ら
下
三
字
を
襲
い
、
微
妙
に
字



八

－
－

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
二
九
八
五
）
　
人
文
科
学

句
を
改
め
た
も
の
。
白
詩
の
「
詩
－
軸
」
と
い
う
対
応
を
「
歌
―
耳
」
に
改
め
る
の

は
、
音
楽
を
伴
っ
て
歌
唱
さ
れ
る
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
処
置
と
い
え
よ
う
。
先
の
「
甘

州
子
」
に
比
べ
、
そ
の
沿
襲
方
法
は
よ
り
巧
妙
で
あ
る
。

　
次
に
毛
文
錫
の
詞
か
ら
沿
襲
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
．
一
％
　
一

　
　
闘
鶏
花
蔽
膝

　
　
　
　
Ｓ
１
４
　
Ｓ

　
　
騎
馬
玉
掻
頭
し

　
　
繍
殼
千
門
妓
　
　
　
｀

　
　
金
鞍
万
戸
侯
‘

　
（
温
庭
笥
　
過
華
清
宮

よ
二
十
二
韻
　
巻
二
）

　
χ
　
χ
　
　
Ｉ

金
鞍
白
馬
　
雛
弓
宝
剣

紅
緩
錦
柑
出
長
鰍

　
％
Ｓ
ち
　
　
３
Ｘ
Ｘ

花
蔽
膝
　
玉
街
頭

尋
芳
逐
勝
歓
宴
　
　
　
．

（
毛
文
錫
　
甘
州
遍
一
）
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
　
９
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
　
　
Ｉ

　
「
蔽
膝
」
は
膝
掛
け
、
「
掻
頭
」
は
籍
で
あ
る
が
、
「
甘
州
遍
」
の
「
街
頭
」
な

ら
ば
馬
の
轡
の
意
と
な
る
。
五
言
詩
の
対
句
か
ら
下
三
字
を
摂
取
す
る
方
法
は
、
先

の
顧
瓊
「
更
漏
子
」
に
も
み
ら
れ
た
。
毛
文
錫
は
李
商
隠
の
詩
か
ら
も
同
様
の
方
法

で
沿
襲
し
て
い
る
。

　
舞
鸞
鏡
座
収
残
黛

　
ｓ
　
　
ｘ
　
ｘ
　
ｓ
４
ｓ

　
睡
鴨
香
炉
換
夕
薫

（
李
商
隠
　
促
漏
　
巻
六
）

　
数
急
芙
蓉
帯

　
頻
抽
弱
翠
唇

（
李
商
隠
　
独
居

　
有
懐
　
巻
六
）

錦
帳
添
香
睡

金
鋪
換
夕
薫

頼
結
芙
蓉
帯

仙
掬
弱
翠
据

（
毛
文
錫
　
賛
浦
子
前
関
）

毛
文
錫
の
詞
は
、
李
商
隠
の
詩
二
首
を
襲
っ
て
一
首
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
。
こ
れ

と
は
逆
に
、
「
才
調
集
」
中
の
一
首
を
「
花
間
集
」
の
詞
人
が
二
首
に
わ
た
っ
て
摂

取
す
る
例
も
み
ら
れ
る
。
・
左
が
そ
れ
で
あ
る
。

寂
寞
閑
庭
春
欲
晩

梨
花
満
院
不
開
門

（
劉
方
平
．
春
怨
　
巻
七
）

　
χ
　
　
Ｉ
Ｓ

春
光
欲
暮

　
Ｓ
１
４
Ｓ

寂
寞
閑
庭
戸

　
Ｓ
　
Ｉ
Ｓ
Ｘ

梨
花
満
院
瓢
香
雪

（
毛
煕
震
　
清
平
楽
）

高
楼
夜
静
風
筝
咽
（
毛
煕
震

菩
薩
蛮
こ

　
　
「
才
調
集
」
所
収
詩
に
『
つ
い
、
て
は
、
こ
の
他
に
も
、
温
庭
笥
「
菩
薩
蛮
」
一
の

集
」
に
五
例
み
え
、
こ
れ
ふ
孔
と
李
賀
の
詩
「
黄
頭
郎
」
に
「
愁
紅
独
自
垂
」
と
用

い
ら
れ
る
特
異
な
詩
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
牛
嬌
「
玉
楼
春
」
の
「
恨
翠
愁
紅
流

枕
上
」
に
対
し
て
温
庭
笏
の
歌
行
に
「
恨
紫
愁
紅
満
平
野
」
（
煥
悩
曲
　
巻
二
）
が

あ
り
、
少
な
く
と
も
、
牛
嬌
は
温
庭
絢
の
詩
か
ら
直
接
に
沿
襲
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
「
春
碧
」
と
い
う
語
は
黛
の
色
を
意
味
し
て
、
張
泌
「
思
越
人
」
に

「
黛
眉
愁
聚
１
　
碧
」
と
歌
わ
れ
、
こ
れ
も
李
賀
の
詩
に
「
画
蛾
学
春
碧
」
（
難
忘
曲
）



と
見
え
る
。
し
か
し
、
温
庭
笥
に
「
掌
中
無
力
舞
衣
軽
　
嘔
断
鮫
績
破
春
碧
」
（
張

静
婉
採
蓮
曲
　
巻
二
）
と
あ
り
、
実
は
、
張
泌
の
句
「
黛
眉
愁
聚
春
碧
」
の
直
前
に

も
一
舞
衣
羅
薄
繊
腰
　
東
風
満
場
傭
無
力
」
と
歌
わ
れ
、
や
は
り
張
泌
は
温
庭
毎
の

詩
を
直
接
に
襲
う
と
考
え
ら
訟
。
ま
た
、
孫
光
憲
の
「
女
冠
子
」
一
に
「
苔
点
分

円
碧
　
桃
花
践
破
紅
」
と
あ
り
、
「
円
碧
」
「
破
紅
」
は
、
円
型
の
苔
、
散
り
し
く

花
片
を
比
喩
し
て
鮮
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
色
彩
語
と
他

の
形
容
詞
と
の
結
合
に
よ
る
代
詞
の
運
用
は
、
李
賀
の
詩
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
％

し
か
し
、
や
は
り
温
庭
毎
に
「
春
風
破
紅
意
　
女
頬
如
桃
花
」
（
緑
偉
詞
　
巻
二
）

と
あ
ぴ
、
孫
光
憲
は
こ
ち
ら
を
襲
う
で
あ
ろ
う
。
色
彩
語
を
組
み
合
わ
せ
た
、
か
よ
う

な
語
彙
は
、
「
花
間
集
」
に
あ
っ
て
も
精
彩
を
放
っ
て
目
に
立
つ
表
現
で
あ
り
、

「
花
間
集
」
の
詞
人
が
こ
の
種
の
表
現
に
す
ぐ
れ
た
李
賀
の
詩
を
も
承
知
し
て
い
た

と
考
え
る
こ
と
は
、
何
ら
妨
げ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
作
品
を
成
す
に
当

た
っ
て
直
接
に
摂
取
の
対
象
と
し
た
詩
は
、
李
賀
の
詩
そ
の
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ

そ
の
詩
を
継
承
す
る
温
庭
錫
の
作
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
温
庭
毎
の
詩
に
対
す

る
沿
襲
の
跡
が
、
・
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
詞
に
お
け
る
と
同
様

に
、
「
花
間
集
」
に
対
す
る
唐
詩
の
影
響
は
、
温
庭
毎
に
つ
い
て
大
き
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
節
で
は
唐
詩
に
対
す
る
沿
襲
に
つ
い
て
、
中
晩
唐
詩
を
多
数
収
め
る

「
才
調
集
」
所
収
詩
に
限
り
、
用
例
を
求
め
て
き
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
、
は
な
は

だ
不
十
分
な
調
査
た
る
を
ま
ぬ
か
れ
ず
、
他
に
も
「
花
間
集
」
の
詞
人
達
が
沿
襲
対

象
と
し
た
唐
詩
は
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
本
節
の
最
後
に
、
羅
銃
の
、
「
比
紅
児
詩
」

を
取
り
あ
げ
、
そ
の
一
例
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　
「
比
紅
児
詩
」
一
百
首
は
、
離
陰
（
映
西
省
郎
県
の
北
に
あ
た
る
）
の
官
妓
杜
紅

児
の
美
貌
と
機
智
と
を
古
の
美
女
に
比
べ
て
詠
ず
る
、
ロ
語
を
随
処
に
用
い
た
、
奔

も
「
舞
衣
羅
薄
繊
腰

放
な
連
咋
詩
で
あ
る
。
下
段
に
掲
げ
た
詩
八
六
は
、
Ｊ
砂
つ
ち
の
一
首
で
あ
り
、
欧

陽
畑
の
「
涜
渓
沙
」
前
関
は
ヽ
こ
れ
と
「
天
碧
」
「
宛
廊
」
「
透
肌
」
等
の
語
彙
を

共
有
す
る
。
二
首
は
と
も
に
、
女
性
が
身
に
ま
と
う
衣
の
、
軽
く
薄
く
風
に
舞
い
、

肌
も
透
き
徹
る
ほ
ど
に
美
し
い
こ
と
を
描
写
し
て
お
り
、
欧
陽
煩
が
「
比
紅
児
詩
」

八
三
　
　
「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」
　
　
　
　
（
沢
崎
）

天
碧
軽
紗
只
六
鉄

宛
風
含
露
透
肌
膚

便
教
漢
曲
争
明
媚

応
没
心
情
更
弄
珠

（
羅
銃
　
比
紅
児
詩
八
六
）

天
碧
羅
衣
払
地
垂

美
人
初
着
更
相
宜

　
ｘ
ｉ
　
　
　
ｘ
ｓ
ｌ

宛
風
如
舞
透
香
肌

独
坐
含
痴
吹
鳳
竹

園
中
緩
歩
折
花
枝

有
情
無
力
泥
人
時

（
欧
陽
畑
　
涜
渓
沙
二
）

に
着
想
を
得
て
作
詞
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
比
紅
児
詩
」
の
成
立
に
は
由
来
が
あ
り
、
五
代
王
定
保
の
「
唐
億

言
」
十
に
よ
れ
ば
、
杜
紅
児
は
も
と
別
の
男
の
お
も
わ
れ
者
で
あ
っ
た
が
、
羅
軋
は

こ
れ
に
横
恋
慕
し
て
事
か

百
首
を
成
し
、
「
大
い
に
時
に
行
な

な
わ
ず
、
怒
に
ま
か
せ
て
殺
害
し
、
の
ち
に
追
懐
し
て
一

『
に
行
な
わ
れ
た
』
と
に
伺
。
も
と
。
よ
り
、
細
部
に
わ
た

る
事
の
真
偽
は
知
り
得
な
い
が
、
羅
虻
が
こ
の
詩
に
よ
っ
て
名
を
得
た
’
こ
と
は
、
－

く
喧
伝
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
知
る
こ
え
が
で
き
る
。
「
唐
詩
紀
事
」
六
九
に
よ
れ

ば
、
「
比
紅
児
詩
」
は
広
明
年
間
（
八
八
〇
―
八
八
一
年
）
の
作
で
あ
り
、
こ
れ
は

欧
陽
畑
忙
よ
っ
て
「
花
間
集
序
」
が
執
筆
さ
れ
る
大
蜀
広
政
三
年
（
九
四
〇
年
）
の

六
十
年
前
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
陽
畑
が
「
比
紅
児
詩
」
に
接
す
る
こ
と
は

十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
。
「
洸
渓
沙
」
二
に
認
め
ら
れ
る
沿
襲
は
、
「
比
紅
児
詩
」

が
蜀
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
、

欧
陽
畑
の
み
な
ら
ず
、
蜀
の
詞
人
達
の
親
し
く
目
に
す
る
と
ど
ろ
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
欧
陽
畑
が
、
「
比
紅
児
詩
」
　
｝
百
首
の
よ
う
な
、
近
時
に
も
て
は
や
さ
れ
た
、

俗
語
を
駆
使
し
て
、
は
な
は
だ
く
だ
け
た
調
子
を
有
す
る
詩
に
着
目
し
、
沿
襲
の
対



八
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
）
　
人
文
科
学

象
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
当
時
の
歌
謡
と
し

て
の
詞
の
性
格
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
比
紅
児
詩
」
は
た
ま
た
ま
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
た
め
に
、
沿
襲
の
対
象
と
な
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
花
間
集
」
に
収
め
ら
れ
る
詞
が
沿
襲
の
対
象

と
し
た
詩
の
中
に
は
、
詞
に
お
け
る
と
同
様
に
、
今
日
散
逸
し
た
作
品
も
多
く
、
そ

の
た
め
に
依
拠
し
だ
表
現
が
何
で
あ
っ
た
か
知
り
得
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
、
詞
が
享
受
さ
れ
た
さ
い
に
人
々
が
想
起
し
、
た
だ

ち
に
詩
意
を
重
ね
合
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
詩
句
は
、
。
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
知
り
得
る
と

こ
ろ
を
は
る
か
に
上
回
『
つ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
「
花
間
集
」
。
に
行
な
わ
れ
る

沿
襲
は
、
用
事
と
は
異
な
り
、
、
か
り
に
沿
襲
の
対
象
と
な
っ
た
作
品
を
心
得
て
い
な
’

　
　
　
　
　
ｒ
ｌ
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
－
　
　
　
　
り
　
　
　
　
‘
’
。

く
と
も
、
二
応
の
読
解
に
差
支
え
は
な
い
。
し
か
し
、
も
し
こ
れ
を
心
得
屋
１
　
受
者

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
詞
へ
の
関
心
を
Ｉ
。
段
と
深
め
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
宴
席
等
の
実

際
の
歌
唱
の
場
に
お
い
て
、
よ
り
興
を
増
し
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ぞ
の
意

味
で
、
沿
襲
は
作
詞
方
法
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
享
受
の
さ
い
の
問
題
で
あ
る

と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
本
節
で
は
、
（
一
）
？
（
四
）
に
取
り
あ
げ
た
用
例
を
も
と
に
、
「
花
間
集
」
に

お
け
る
沿
襲
の
対
象
、
及
び
そ
の
方
法
に
つ
い
て
、
条
を
逐
っ
て
整
理
す
る
。

　
田
温
庭
禍
の
詞
は
、
最
も
主
要
な
沿
襲
の
対
象
と
な
っ
た
。
温
庭
笥
と
詞
風
を
こ

と
に
す
る
章
荘
の
詞
に
あ
っ
て
す
ら
な
お
温
詞
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
は
、

（
一
）
（
二
）
節
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
り
、
「
花
間
集
」
に
認
め
ら
れ
る
蜀
の
詞

人
に
よ
る
多
く
の
沿
襲
例
は
、
彼
ら
が
温
詞
の
生
み
出
し
た
措
辞
を
摂
取
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
抒
情
を
継
承
す
る
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
温
庭
絹

の
作
品
が
蜀
の
詞
人
に
尊
重
さ
れ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
「
花
間
集
」
冒
頭
に
詞
六
十

六
首
が
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
り
、
し
か
も
欧
陽
煩
が
「
花
間
集
序
」
に

　
「
近
代
温
飛
卿
復
有
金
答
集
」
と
称
揚
す
る
の
は
、
そ
の
集
の
蜀
へ
の
伝
存
と
人
々

に
よ
る
享
受
と
を
裏
付
け
る
。

　
閤
沿
襲
は
、
蜀
の
詞
人
の
詞
同
士
に
お
い
て
も
数
多
く
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、

次
章
で
述
べ
る
蜀
の
宮
廷
に
お
け
る
詞
人
間
の
交
流
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

沿
襲
は
、
同
時
代
の
詞
人
の
詞
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
閣
沿
襲
の
対
象
は
唐
詩
に
及
ん
だ
。
こ
こ
に
取
り
あ
げ
得
た
用
例
は
、
羅
乱
の

「
比
紅
児
詩
」
を
別
に
す
れ
ば
、
「
才
調
集
」
と
い
う
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
範
囲
か

ら
選
び
出
さ
れ
た
作
品
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
「
四
庫
提
要
」
　
一
八
六
に
「
所
選

取
法
晩
唐
、
以
穣
麗
宏
敞
為
宗
」
と
評
さ
れ
る
「
才
調
集
」
に
少
な
か
石
ぬ
沿
襲
対

象
が
含
ま
れ
て
い
・
る
こ
と
は
ヽ
単
な
る
偶
然
と
は
考
え
が
た
い
・
宋
１
　
が
唐
詩
を
洽

襲
す
る
場
合
も
。
対
象
と
し
た
作
品
の
多
く
は
中
晩
唐
詩
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
‘
田

中
謙
二
氏
は
、
欧
陽
脩
の
詞
に
韓
惺
の
「
香
籤
集
」
づ
や
「
才
調
集
」
。
秤
収
め
ら
れ
る

　
ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
ｌ
｀
ｌ
　
　
ｌ
゛
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

詩
に
着
想
を
得
大
句
が
少
な
く
淑
い
こ
と
を
澗
示
さ
れ
丈
（
注
　
1
7
論
文
参
照
）
‥
ｔ

だ
、
「
詞
源
」
や
「
楽
府
指
迷
」
な
ど
の
詞
論
書
は
、
。
自
覚
的
な
作
詞
方
法
と
し
て
、

唐
末
五
代
の
詩
詞
に
対
す
る
摂
取
を
主
張
す
る
さ
い
に
、
李
賀
・
李
商
隠
・
温
庭
笥

等
、
修
辞
に
す
ぐ
れ
た
中
晩
唐
の
詩
人
の
詩
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
花
間

集
」
以
来
、
詞
に
お
け
る
表
現
に
最
も
相
通
じ
、
摂
取
に
適
す
る
作
品
と
し
て
、
中

晩
唐
の
詩
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
花
間
集
」
に
お
い
て
は
、

と
り
わ
け
温
庭
鶏
の

詩
詞
と
も
に
「
花
間
集
」 詩

が
顕
著
な
影
響
を
与
え
た
。
す
ぶ
勁
ち
、
温
庭
笥
の
作
品
は
、

剛
集
」
の
詞
人
に
強
い
影
響
を
与
え
た
。

　
㈲
同
一
作
者
の
手
に
な
る
詞
と
詞
、
あ
る
い
は
詩
と
詞
の
間
に
同
一
表
現
が
重
出

す
る
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
詩
に
も
あ
り
、
沿
襲
と
も
称
し
が
た
い
が
、
他

の
作
品
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
首
を
成
す
と
い
う
創
作
方
法
が
自
他
に

及
ぶ
点
で
、
看
過
し
え
な
い
。

　
以
上
四
点
は
、
沿
襲
対
象
に
関
す
る
整
理
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
沿
襲
の
方
法
に
つ

い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
囲
沿
襲
は
同
一
詞
牌
に
依
る
詞
の
間
で
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
異
な
っ
た
詞
牌

開
に
お
い
て
も
自
在
に
行
な
わ
れ
た
。
前
者
の
例
に
は
、
温
庭
笥
の
「
菩
薩
蛮
」
に



対
す
る
章
荘
の
「
菩
薩
蛮
」
が
あ
り
（
七
四
頁
下
段
）
、
ま
た
、
張
泌
と
鹿
虔
展
の

「
女
冠
子
」
の
間
に
も
顕
著
な
沿
襲
例
が
あ
砧
０
　
後
者
の
例
は
ヽ
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。
ヽ
本
章
に
も
す
で
に
多
数
引
用
し
た
。
同
一
詞
牌
に
依
る
場
合
、
詞
中
の
同
一

箇
所
に
同
一
句
を
置
く
例
が
ま
れ
で
は
な
く
、
こ
れ
は
原
則
と
し
て
曲
の
一
致
を
伴

う
こ
と
に
な
る
。
異
な
っ
た
詞
牌
間
に
行
な
わ
れ
る
場
合
、
曲
は
ど
の
よ
う
に
処
理

さ
れ
た
か
。
曲
に
対
す
る
顧
慮
が
全
く
無
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
け
れ
ど
も
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
と
す
る
他
な
い
。

　
圓
沿
襲
は
先
行
作
品
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
多

く
は
、
先
行
作
品
中
の
句
を
圧
縮
な
い
し
新
た
な
語
句
を
付
加
す
る
等
の
方
法
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
牛
嬌
の
「
春
夜
闇
　
更
漏
促
　
金
値
暗
挑
残
燭
」
は
、

章
荘
の
「
１
　
漏
促
　
金
値
暗
挑
残
燭
」
に
対
し
て
、
下
六
字
に
は
手
を
加
え
ず
、
上

三
字
に
字
句
を
付
加
し
て
二
句
と
な
し
た
（
注
1
　
3
）
。
同
じ
く
、
毛
煕
震
の
「
春
光

欲
暮
　
寂
寞
閑
庭
戸
」
は
、
劉
方
平
の
「
寂
寞
閑
庭
春
欲
晩
」
に
対
七
て
、
押
韻
上

の
必
要
に
よ
る
字
句
の
改
変
（
晩
↓
暮
）
を
含
み
つ
つ
、
元
の
句
に
付
加
し
て
、
こ

れ
を
二
句
に
分
っ
た
（
八
二
頁
下
段
）
。
逆
に
、
欧
陽
畑
の
「
春
思
無
窮
」
は
、
温
庭

笥
の
「
春
欲
暮
　
思
無
窮
」
を
襲
っ
て
、
二
句
を
一
句
に
圧
縮
す
る
（
七
八
頁
上
段
）
。

張
泌
の
「
飛
架
落
花
　
時
節
近
清
明
」
に
対
し
、
魏
承
斑
に
「
落
花
飛
架
清
明
節
」

と
あ
り
（
合
頁
上
段
）
、
同
じ
く
張
泌
「
涜
渓
沙
」
八
の
「
小
檻
日
斜
風
悄
悄
」
に

対
し
て
、
顧
瓊
「
酒
泉
子
」
三
に
「
小
檻
日
斜
　
風
度
緑
窓
人
悄
悄
」
と
あ
る
の
は
、

い
ず
れ
か
が
他
を
圧
縮
な
い
し
付
加
す
る
。
そ
の
さ
い
、
前
者
に
お
い
て
「
飛
架
」

と
「
落
花
」
の
位
置
が
交
替
す
る
ご
と
き
例
は
広
く
み
ら
れ
、
後
者
に
お
い
て
「
悄

悄
」
が
、
張
詞
で
は
「
風
」
に
、
顧
詞
で
は
「
人
」
に
対
す
る
形
容
と
し
て
用
い
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
風
の
静
か
に
吹
く
さ
ま
、
人
の
憂
え
る
さ
ま
を
表
現
す
る
ご
と
き
、

微
妙
な
変
化
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
と
も
に
牛
嬌
の
手
に
な
る
異
な
っ

た
詞
牌
の
詞
に
「
清
夜
背
燈
嬌
又
酔
　
王
奴
横
　
山
枕
賦
」
と
「
背
燈
眠
　
王
銀
横

枕
辺
」
と
が
あ
る
の
は
、
や
は
り
、
圧
縮
か
付
加
の
結
果
で
あ
る
（
八
っ
頁
下
段
）
’
。

こ
の
よ
う
に
、
「
花
間
集
」
に
お
け
る
沿
襲
は
、
先
行
作
品
に
手
を
加
え
る
こ
と
な

八
五

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

（
沢
崎
）

く
摂
取
す
る
こ
と
も
、
圧
縮
・
付
加
す
る
こ
。
と
も
、
自
在
に
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
宋
詞
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
沿
襲
方
法
は
な
お
つ
つ
ま
し
や
か
と
言
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
蘇
弑
の
詞
が
大
胆
に
唐
詩
を
摂
取
す
る
こ
と
は
、
龍

植
生
の
「
東
披
楽
府
笑
」
に
詳
細
に
指
摘
さ
れ
、
そ
の
極
端
な
形
式
を
集
句
に
見
る

こ
と
が
で
乳
祀
。
「
花
間
集
」
に
は
、
今
日
知
り
得
る
限
り
、
集
句
は
無
い
。
ま
た
、

末
詞
に
は
、
先
行
作
品
か
ら
語
句
を
摂
取
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
か
た
ち
で
沿
襲
す

る
例
が
あ
る
が
、
「
花
間
集
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
例
も
見
当
た
ら
な
い
。
た
と
え

ば
、
唐
詩
の
摂
取
に
巧
み
で
あ
っ
た
周
邦
彦
の
「
瓊
窓
寒
」
に
「
故
人
剪
燭
西
窓
語
」

と
あ
り
、
「
故
人
…
…
」
と
い
う
表
現
は
、
こ
‘
の
句
が
引
用
句
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
李
商
隠
の
詩
「
何
当
共
剪
西
窓
燭
　
却
話
巴
山
夜
雨
時
」

（
夜
雨
寄
北
）
が
遍
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
こ
れ
を
襲
う
こ
と
を
明
示

す
る
か
た
ち
で
歌
う
も
の
で
あ
り
、
・
先
行
作
品
に
対
し
て
い
わ
ば
批
評
的
態
度
を
有

す
る
と
言
え
よ
う
。
「
花
間
集
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
示
す
措
辞
は
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。

　
剛
沿
襲
の
さ
い
、
字
句
の
改
変
に
は
押
韻
上
の
制
約
が
顧
慮
さ
れ
、
こ
れ
を
積
極

的
に
生
か
す
態
度
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
章
荘
の
「
迢
過
去
程
千
万
里
」
に

対
し
て
、
張
泌
の
「
河
伝
」
に
「
去
程
迢
過
　
夕
陽
芳
草
千
里
　
万
里
」
（
・
印
は

仄
声
の
押
韻
字
）
と
あ
り
、
一
句
を
三
句
に
分
割
１
　
砧
。
こ
れ
は
、
元
の
詞
に
あ
っ

て
は
韻
字
な
ら
ざ
る
語
（
過
）
を
も
韻
字
と
し
て
際
立
た
せ
る
も
の
で
あ
り
、
「
河

伝
」
と
い
う
押
韻
箇
所
の
多
い
詞
牌
の
特
徴
を
巧
み
に
生
か
し
た
措
辞
と
い
え
る

（
八
っ
頁
下
段
）
。
唐
詩
に
対
す
る
沿
襲
に
お
い
て
も
、
顧
瓊
か
白
居
易
の
句
「
空
盛

酒
満
壷
」
の
「
壷
」
を
意
味
の
類
似
す
る
「
樽
」
に
改
め
（
八
一
頁
下
段
）
、
’
毛
文
錫

が
李
商
隠
の
句
「
頻
抽
弱
翠
箸
」
の
「
籍
」
を
「
棺
」
に
改
め
る
（
八
二
頁
上
段
）
の

は
、
や
は
り
押
韻
の
た
め
で
あ
る
。
押
韻
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
、
沿
襲
が
両

首
間
の
韻
字
の
一
致
を
と
も
な
い
、
韻
字
を
紐
帯
と
し
て
同
一
表
現
が
生
み
出
さ
れ

る
例
に
つ
い
て
、
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
注
９
拙
論
、
お
よ
び
注
1
3
参
照
）
。

　
囲
沿
襲
の
さ
い
改
変
さ
れ
た
語
句
に
は
、
「
花
間
集
」
の
詞
人
の
好
尚
が
反
映
さ
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れ
て
い
る
。
「
花
間
集
」
に
お
け
る
沿
襲
方
法
は
、
温
庭
笥
「
更
漏
子
」
の
「
簾
外

暁
鶯
残
月
」
に
対
す
る
蜀
の
詞
人
の
沿
襲
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
大
半
は
先
行

作
品
の
詞
意
を
尊
重
し
、
こ
れ
に
大
き
な
改
変
を
加
え
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
こ
と

は
、
反
面
、
沿
襲
す
る
者
の
好
尚
に
適
合
し
た
表
現
の
み
が
も
っ
ぱ
ら
継
承
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
・
こ
こ
に
蜀
の
詞
が
温
庭
笥
の
詞
の
模
倣
と
言
わ
れ
、
し
か

も
蜀
の
詞
同
士
に
は
均
質
性
が
み
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
。
し
か
し
一
方
、
沿
襲
の
さ

い
に
試
み
ら
れ
る
わ
ず
か
な
語
句
の
改
変
に
も
、
彼
ら
の
好
尚
の
反
映
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。
’
た
と
え
ば
、
白
居
易
の
句
「
羅
薦
払
鴛
惣
」
の
「
払
」
を
顧
瓊
は

「
繍
」
に
改
め
る
（
八
一
頁
上
段
）
。
「
払
」
「
・
繍
」
は
と
も
に
仄
声
字
で
あ
り
、
平
仄

　
　
　
　
　
ｒ
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
｀
ｙ

上
は
改
変
の
必
要
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、
’
「
鴛
爾
」
に
対
す
る
よ
り
華
麗
な
措
辞
と
‘

じ
て
「
繍
」
字
が
選
択
さ
れ
た
之
考
え
ら
れ
る
。
「
繍
」
は
‥
「
羅
甫
」
の
「
羅
」
こ
と

　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
”
　
　
　
　
ｊ
　
。
ｊ
『
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
。
　
。
　
　
｀

と
も
に
「
花
間
集
」
に
頻
出
す
る
語
で
あ
リ
、
翔
例
数
は
八
十
二
を
数
え
る
。
ま
た
、

李
商
隠
の
「
数
急
芙
蓉
帯
　
頻
袖
弱
翠
箸
」
に
対
し
て
、
毛
文
錫
は
「
顛
結
芙
蓉
帯

　
領
袖
仙
翠
棺
」
と
沿
襲
す
る
。
「
唇
」
を
「
棺
」
に
改
め
る
の
は
押
韻
上
の
必
要

に
よ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
数
急
・
頻
抽
」
を
「
煽
結
・
領
施
」
に
改
め
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
李
商
隠
の
「
数
・
頻
」
と
い
う
副
詞
的
修
飾
語
が
、
「
急
」

字
と
と
も
に
、
あ
る
心
理
的
切
迫
感
を
呼
び
起
こ
す
の
に
対
し
て
、
毛
文
錫
の
「
顛
・

領
」
は
、
以
下
の
動
詞
「
結
・
袖
」
を
修
飾
し
て
、
そ
の
動
作
が
行
な
わ
れ
る
さ
い
ヽ

の
物
憂
く
気
怠
い
情
感
を
全
篇
に
漂
わ
せ
る
。
こ
の
、
物
憂
く
気
怠
い
情
感
は
「
花

間
集
」
の
随
処
に
揺
曳
し
て
お
り
（
七
五
頁
上
段
「
柳
糸
臭
郷
春
無
力
」
な
ど
）
、
彼

ら
の
美
意
識
を
如
実
に
反
映
す
る
。
そ
し
て
、
詩
と
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
詞
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
こ
の
後
も
っ
ぱ
ら
担
当
し
て
ゆ
く
抒
情
表
現
の
一
領
域
と
な
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
先
行
作
品
を
摂
取
し
改
変
す
る
さ
。
い
に
も
、
決
し
て
忽
卒

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
顧
瓊
か
白
居
易
の
句
「
詩
盈
軸
」
を
「
歌
満
耳
」
に
改
め

た
例
（
八
一
頁
下
段
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
’
こ
に
は
音
楽
を
と
も
な
っ
て
歌
唱
さ

れ
る
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
改
変
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
ず
が
な
語
句
の

改
変
の
う
ち
に
も
、
改
変
の
意
図
と
そ
の
効
果
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
が
、
そ
の
改
変
の
方
向
は
、
先
に
「
花
間
集
」
に
お
け
る
沿
襲
の
大
半
は
、
彼
ら

自
身
の
好
尚
に
適
合
し
た
表
現
を
、
詞
意
に
大
き
な
改
変
を
加
え
る
こ
と
な
く
継
承

す
る
、
と
し
た
そ
の
大
半
の
好
尚
に
一
致
す
る
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

　
閣
沿
襲
に
か
か
る
表
現
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ

と
を
物
語
っ
・
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
節
に
お
い
て
、
欧
陽
畑
の
「
涜
渓
沙
」
の
前

関
「
天
碧
羅
衣
払
地
垂
　
美
人
初
着
更
相
宜
　
宛
風
如
舞
透
香
肌
」
が
羅
此
の
「
比

紅
児
詩
」
を
襲
う
こ
と
を
述
べ
’
た
。
こ
の
「
天
碧
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
李
冰
若

氏
の
「
花
間
集
評
１
　
」
が
引
く
「
棚
荘
漫
記
」
は
、
南
唐
後
主
李
爆
の
時
、
「
天
水

碧
」
・
‥
と
い
う
染
色
方
法
が
流
行
し
た
こ
と
を
紹
介
七
・
、
つ
ヽ
い
で
欧
陽
畑
町
句
「
夫
碧

一
羅
衣
払
地
垂
ヤ
を
引
い
て
、
蜀
で
も
女
性
の
衣
に
は
９
　
で
に
浅
い
碧
色
を
尚
ん
。
で
い

た
の
だ
（
是
蜀
時
女
衣
ご
尚
ぎ
碧
也
）
ヽ
ぐ
説
明
札
び
・
し
か
し
な
が
ら
ヽ
欧
１
　
　
爛

　
【
゛
一
　
Ｉ
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
．
　
Ｉ
　
　
】
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
仙

・
の
詞
ぱ
直
接
に
は
羅
虻
の
「
比
紅
児
詩
」
把
依
っ
て
そ
う
表
現
す
る
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
蜀
の
実
際
の
風
俗
に
依
っ
て
言
う
の
で
は
な
。
い
。
欧
陽
畑
の
句
に
読
み
と
り

得
る
の
は
、
天
の
碧
色
を
写
し
た
よ
う
な
衣
の
色
を
美
し
い
と
す
る
作
者
の
意
識
で

あ
り
、
こ
こ
に
羅
此
の
詩
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
。
沿
襲
は
、
か
か
る
つ
な
が
り
の

も
と
に
成
り
た
つ
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
現
実
の
事
柄
を
介
在
さ
せ
な
い
。

　
以
上
、
「
花
間
集
」
に
お
け
る
沿
襲
の
対
象
と
そ
の
方
法
に
つ
い
て
基
礎
的
整
理

を
試
み
た
。
と
こ
ろ
で
、
二
人
の
詩
人
の
詩
の
間
で
表
現
が
偶
然
に
一
致
す
る
こ
と

を
「
暗
合
」
と
称
す
る
。
小
論
に
沿
襲
と
し
て
取
り
あ
げ
た
例
の
中
に
も
、
こ
の

「
暗
合
」
が
な
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
り
に
そ
の
よ
う
な
例

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
も
沿
襲
に
含
め
て
検
討
の
対
象
と
す
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
そ
れ
が
、
先
行
作
品
を
意
識
せ
ざ
る
偶
然
の
一
致
で
あ
っ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
程
に
先
行
作
品
と
の
間
に
共
通
の
表
現
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と

言
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
こ
そ
が
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
小
論
が
問
題
と
す
る
の

は
、
沿
襲
か
否
か
の
判
定
で
は
な
く
、
「
花
間
集
」
に
収
め
ら
れ
る
詞
が
、
そ
の
表

現
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。



　
　
　
　
三

　
田
中
謙
二
氏
は
、
「
前
人
の
詩
境
を
詞
に
詠
み
か
え
た
り
、
そ
の
既
成
句
を
ぬ
す

む
こ
と
は
、
詩
の
場
あ
い
と
違
っ
て
、
詞
で
は
か
な
り
普
遍
の
現
聡
」
、
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
る
。
「
花
間
集
」
以
前
の
詞
に
お
け
る
沿
襲
の
実
態
は
、
資
料
上
の
制
約
も

あ
り
、
な
お
十
分
に
は
把
握
し
が
た
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
今
日
に
も
っ
と

も
ま
と
ま
っ
た
形
で
作
品
を
伝
え
る
最
初
の
詞
集
で
あ
る
「
花
間
集
」
に
は
、
沿
襲

は
す
で
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
の
対
象
は
、
田
中
氏
が
欧
陽
脩
の
詞
に

つ
い
て
主
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
唐
詩
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前
章
で
検
討
し
た
よ
う

に
、
先
行
す
る
詞
や
同
時
代
の
詞
に
及
ぶ
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
「
花
間
集
」

に
沿
襲
が
頻
出
す
る
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
詞
に
対
す
る
文
人
間
の

評
価
が
、
詩
に
比
べ
て
一
段
と
低
く
、
そ
の
発
生
の
当
初
よ
り
、
歌
辞
に
対
す
る
独

創
性
を
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
と
推
察
さ
れ
、
い
ま
一
つ
に
は
、

よ
り
積
極
的
な
理
由
と
し
て
、
沿
襲
が
歌
謡
の
辞
と
し
て
高
い
表
現
効
果
を
お
さ
め

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
と
に
、
末
代
に
入
り
、
詞
の
専
門
作
家
が
出
現
す
る
に

及
ん
で
、
先
行
作
品
に
対
す
る
摂
取
の
巧
拙
が
い
っ
そ
う
追
求
さ
れ
る
に
至
っ
た
の

は
、
何
よ
り
そ
の
方
法
自
体
が
、
詞
に
高
度
の
洗
練
を
与
え
た
た
め
と
考
え
ね
ば
な

る
ま
い
。
そ
れ
は
、
も
と
民
間
に
発
生
し
た
歌
謡
が
、
徐
々
に
文
人
の
手
に
移
行
し
、

技
巧
を
凝
ら
し
た
精
緻
な
表
現
を
備
え
る
に
至
る
過
程
で
も
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
花
間
集
」
の
中
で
も
、
こ
と
に
蜀
の
詞
人
の
場
合
に
は
、
沿
襲
の

頻
出
を
促
す
べ
き
事
情
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
ジ
’
ｔ
れ
は
、
彼
ら
が
詞
を
創
作
し

享
受
し
た
場
に
関
係
す
る
。
蜀
の
詞
人
達
は
「
処
士
」
と
さ
れ
る
閻
選
を
除
き
、
す

べ
て
有
位
の
文
人
で
あ
毀
彼
ら
は
、
前
蜀
後
主
王
街
や
後
蜀
後
主
孟
昶
を
中
心
と

す
る
宮
廷
に
集
い
、
詞
壇
を
成
し
て
交
流
し
、
そ
の
中
で
、
温
庭
笥
の
詩
詞
を
始
め

と
す
る
先
行
作
品
を
と
も
に
享
受
し
、
創
作
し
た
。
欧
陽
畑
の
「
花
間
集
序
」
に
。

　
広
会
衆
賓
、
時
延
佳
論
。
因
集
近
来
詩
客
曲
子
詞
五
百
首
、
分
為
十
巻
。
（
「
曲
子

　
詞
」
は
詞
の
異
称
）

八

七

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

（
沢
崎
）

と
い
い
、
「
花
間
集
」
の
編
纂
経
緯
に
つ
い
て
「
広
会
衆
賓
、
時
延
佳
論
」
と
述
べ

る
の
は
、
蜀
に
お
け
る
詞
の
享
受
が
孤
立
し
た
か
た
ち
を
と
ら
ず
、
詞
人
相
互
の
交

流
の
も
と
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
蜀
の
宮
廷
に
お
い
て
詞
が
盛
行
し
た
こ

と
は
、
「
長
笛
」
に
長
じ
た
と
い
う
欧
陽
煩
自
身
の
逸
話
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
陽
煩
は
蜀
滅
亡
の
の
ち
、
宋
に
下
っ
て
官
に
就
い
た
が
、
宋

の
太
祖
に
召
さ
れ
て
演
奏
を
命
じ
ら
れ
た
。
臣
下
の
劉
温
叟
が
「
伶
人
の
事
を
作
さ

し
む
可
か
ら
ず
。
」
と
諌
め
た
と
こ
ろ
、
太
祖
は
「
朕
１
　
て
聞
く
、
孟
昶
の
君
臣
声

楽
に
溺
れ
、
廻
（
欧
陽
畑
）
宰
司
に
至
る
も
尚
お
此
の
技
を
習
い
、
故
に
我
が
檎
と

す
る
所
と
為
る
と
。
泗
を
召
す
所
以
は
、
言
う
者
の
謡
い
ざ
る
を
験
せ
ん
と
欲
す
る

な
り
。
」
（
宋
史
　
四
七
九
）
と
答
え
た
と
い
う
。
「
孟
昶
」
は
欧
陽
畑
が
親
し
く
仕

え
た
後
蜀
の
後
主
で
あ
り
、
後
主
の
も
と
に
は
、
「
五
鬼
」
と
称
さ
れ
る
詞
人
が
、

「
小
詞
」
す
な
わ
ち
詞
に
工
み
な
る
を
も
っ
て
仕
え
た
と
伝
え
ら
ら
び
。
「
五
鬼
」

と
は
、
鹿
虔
展
・
欧
陽
煩
・
韓
踪
・
間
選
・
毛
文
錫
を
さ
し
、
こ
の
う
ち
韓
踪
以
外

は
「
花
間
集
」
の
詞
人
で
あ
る
。
一
方
、
前
蜀
の
宮
廷
に
お
い
て
も
詞
は
盛
行
し
、

や
は
り
「
花
間
集
」
の
痢

主
王
仮
に
賞
さ
れ
た
と
い

聯
あ
る
李
洵
が
、
「
小
辞
」
す
な
わ
ち
詞
に
よ
っ
て
後

史
書
に
よ
れ
ば
、
前
蜀
で
は
王
街
自
身
、
詞
を
愛
好

し
、
自
ら
作
詞
し
、
板
を
執
っ
て
歌
唱
に
及
び
、
群
臣
を
会
し
、
宮
汰
楽
工
に
命
じ

て
、
こ
れ
を
宮
廷
の
内
外
に
行
な
わ
し
め
る
い
。
と
い
う
有
様
で
あ
っ
（
赳
・
以
上
の
よ

う
な
、
前
蜀
に
お
け
る
「
花
間
集
」
の
詞
人
の
活
動
に
相
応
じ
て
、
彼
ら
の
詞
自
体

が
相
互
に
享
受
さ
れ
た
こ
と
も
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
資
料
で
は
あ
る
が
、
「
十
国

春
秋
」
に
伝
え
ら
れ
る
。

・
毛
文
錫
…
…
尤
工
艶
語
、
所
撰
「
巫
山
一
段
雲
」
詞
、
当
世
伝
詠
之
。
（
巻
四
一
）

・
牛
希
済
…
…
次
牛
嶋
「
女
冠
子
」
四
関
、
時
輩
噴
噴
称
道
。
（
巻
四
四
）

・
欧
陽
畑
…
…
小
辞
十
七
章
、
人
亦
時
時
称
道
之
。
「
漁
父
歌
」
尤
為
辞
家
所
侶
和
。

　
（
巻
五
六
）

・
（
顧
）
瓊
善
小
辞
、
有
「
酔
公
子
」
曲
、
為
一
時
艶
称
。
（
巻
五
六
）

―
　
（
鹿
）
虔
晨
「
思
越
人
」
辞
…
…
…
辞
家
推
為
絶
唱
。
（
巻
五
六
）



八
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
二
九
八
五
）
　
人
文
科
学

・
李
瑚
…
…
常
製
「
涜
渓
紗
」
詞
…
…
詞
家
互
相
伝
誦
。
（
巻
四
四
）

　
こ
の
う
ち
第
二
の
例
は
、
牛
希
済
が
叔
父
牛
嬌
の
「
女
冠
子
」
四
首
に
唱
和
し
た

こ
と
を
言
い
、
第
三
の
例
も
、
欧
陽
煩
の
詞
に
多
く
の
唱
和
者
が
出
現
し
た
こ
と
を

言
う
。
詩
が
唱
和
と
い
う
か
た
ち
で
創
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
す
で
に

社
交
の
具
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
詞
人
間
の
交
流
に
と
も
な

い
、
詞
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
も
相
互
に
創
作
・
享
受
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
史
書
に
よ
。
る
記
載
は
、
二
次
的
な
資
料
に
止
ま
る
も
の
を
含
む
点
、
な
お
吟
味
を

・
要
す
ふ
が
、
「
花
間
集
序
」
の
「
広
会
衆
賓
、
。
『
時
延
佳
論
』
と
い
う
言
葉
を
、
よ
り

具
体
的
に
補
足
説
周
す
る
。
　
　
　
　
＼
　
・
。
い
　
う
。
　
　
Φ
ｙ
　
　
　
ｌ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　
、
Ｉ

　
詞
は
自
度
曲
で
な
い
限
り
、
。
そ
の
詞
に
定
め
ら
れ
た
句
数
二
子
数
、
・
平
仄
・
押
韻
・

曲
調
に
従
っ
一
七
、
。
‘
語
句
を
填
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
』
が
っ
し
て
作
詞
の

さ
い
は
、
ヽ
そ
の
詞
牌
に
備
わ
る
形
態
上
こ
日
楽
上
の
制
約
を
、
あ
ら
か
じ
め
心
得
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
蜀
の
詞
人
達
は
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
り
、
身
に
付
け

た
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
こ
れ
が
詩
、
こ
と
に
近
体
詩
で
あ
る
な
ら
ば
、
形
態
上
の
規

則
を
抽
出
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
詞
の
規
則
は
詩
に
比
べ
て
は
る
か

に
複
雑
で
あ
り
、
し
か
も
詞
牌
ご
と
に
相
違
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
、
曲
そ
の
も
の

を
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
作
詞
に
あ
た
っ
て
は
、
先
行

作
品
に
依
拠
し
、
こ
れ
を
手
本
と
し
て
熟
知
す
る
こ
と
が
不
可
騎
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
蜀
の
詞
人
が
依
拠
し
た
先
行
作
品
と
は
、
前
章
に
取
り
あ
げ
た
温
庭
笥
の

詞
や
蜀
の
詞
人
相
互
の
詞
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
詩
に
比
べ
て
作
者
・
作

品
と
も
な
お
少
数
で
あ
っ
た
当
時
、
い
っ
そ
う
反
復
享
受
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
む

ろ
ん
、
彼
ら
が
享
受
し
た
作
品
は
、
詞
の
み
な
ら
ず
詩
に
及
ん
だ
。
た
と
え
ば
、

「
直
斎
書
録
解
題
」
十
五
に
は
、
前
蜀
後
生
王
術
が
「
艶
詩
二
百
篇
」
を
集
め
て

「
煙
花
集
」
と
題
し
、
自
ら
序
文
を
著
し
た
こ
と
が
記
さ
心
穏
。
「
花
間
集
」
と
同

じ
「
花
」
字
を
冠
し
た
こ
の
詩
集
は
今
日
に
伝
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
蜀
の
詞
人
達

が
こ
れ
を
手
に
し
た
こ
と
は
、
末
代
に
伝
存
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
実
で
あ
り
、
か

よ
う
な
点
に
も
、
蜀
の
宮
廷
の
気
風
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
先
行
す
る
唐
詩
、
温
庭
笥
の
詩
詞
、
同
時
代
の
詞
等
が
享
受
さ
れ
た
場
が
、
先
に

述
べ
た
、
「
花
間
集
」
の
詞
人
達
が
集
う
蜀
の
宮
廷
詞
壇
で
あ
っ
た
。
と
こ
に
、
沿

襲
の
頻
出
を
促
す
一
基
盤
が
存
し
た
と
私
は
考
え
る
。
「
花
間
集
」
の
詞
人
の
中
に

は
、
蔀
昭
砥
・
孫
光
憲
ら
彼
ら
自
身
の
側
か
ら
は
蜀
と
は
直
接
の
つ
な
が
り
を
も
た

ず
、
し
か
も
温
庭
笥
の
詞
を
襲
う
例
が
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

沿
襲
の
頻
出
が
、
蜀
の
詞
坦
に
お
け
る
詞
人
相
互
の
交
流
に
よ
っ
て
の
み
促
さ
れ
た

と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
花
間
集
」
所
収
詞
の
多
数
を

占
め
る
蜀
の
詞
人
の
手
に
成
る
阿
の
間
把
多
／
ｙ
の
沿
襲
例
が
あ
る
こ
、
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
バ
そ
こ
に
、
彼
ら
の
詞
が
創
作
・
率
受
さ
れ
た
場
が
関
係
し
な
か
っ
た
と
は



張
泌
と
鹿
虔
晟
の
両
「
女
冠
子
」
（
注
2
8
）
の
間
に
認
め
ら
れ
る
顕
著
な
語
句
の
一

致
は
、
曲
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
今
日
で
は
十
分
に
は
知
り
が
た
い
け
れ
ど
も
、
そ

こ
に
、
歌
謡
の
辞
と
し
て
の
何
ら
か
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し

め
る
。
前
関
第
三
句
に
、
二
首
と
も
に
「
正
春
深
」
と
い
い
、
後
関
冒
頭
の
二
句
に
、

張
泌
は
「
竹
疎
虚
檻
静
　
松
密
醵
壇
陰
」
と
、
鹿
虔
展
は
「
竹
疎
斎
殿
廻
。
松
密
酪

壇
陰
」
と
歌
う
例
な
ど
は
、
故
な
く
し
て
同
一
表
現
に
甘
ん
じ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　
蜀
の
詞
人
達
は
、
唐
詩
や
温
庭
笥
の
詩
詞
、
同
時
代
の
詞
人
の
詞
等
か
ら
任
意
に

語
句
を
摂
取
し
、
こ
れ
を
巧
み
に
配
置
し
、
綴
り
合
わ
せ
て
Ｉ
首
と
な
す
こ
と
を
い

と
わ
な
い
。
好
ん
で
既
成
の
詩
句
や
、
の
ち
に
は
類
型
的
と
も
な
っ
て
ゆ
く
表
現
を

取
り
こ
み
、
新
た
な
作
品
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
逆
に
そ
の
点
に
こ

そ
、
「
花
間
集
」
に
共
通
の
美
意
識
を
認
め
得
る
と
と
も
に
。
、
中
晩
唐
詩
と
の
つ
な

が
り
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
成
っ

た
詞
が
、
彼
ら
自
身
に
と
っ
て
今
日
感
ぜ
ら
れ
る
ほ
ど
に
類
型
的
と
み
な
さ
れ
た
か

否
か
は
、
に
わ
か
に
は
決
め
が
た
い
こ
と
で
あ
り
、
私
は
む
し
ろ
、
文
人
の
間
に
お

い
て
は
、
か
よ
う
な
作
詞
方
法
こ
そ
、
酒
席
等
の
集
団
の
場
で
歌
唱
さ
れ
、
娯
楽
と

し
て
享
受
さ
れ
る
さ
い
に
は
、
よ
り
積
極
的
意
義
を
有
し
た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

沿
襲
は
、
沿
襲
対
象
を
相
互
に
知
り
得
る
集
団
の
内
部
に
あ
っ
て
は
、
享
受
者
に
対

し
て
摂
取
さ
れ
た
先
行
作
品
を
た
だ
ち
に
想
起
せ
し
め
、
語
句
を
重
ね
合
わ
せ
、
イ

メ
ー
ジ
に
重
層
的
な
ふ
く
ら
み
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
し
、
沿
襲
対
象

が
集
団
内
部
の
詞
人
の
手
に
な
る
作
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
か
か
る
方
法
は
、
そ
の
集

団
内
に
属
す
る
享
受
者
に
こ
そ
一
層
の
興
を
添
え
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
、
蜀
の
詞
人
達
が
、
官
僚
文
人
と
し
て
宮
廷
に
集
い
、
詞
壇
を
成
し
て
交

流
し
た
こ
と
は
、
沿
襲
を
よ
り
有
効
な
表
現
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
促
し
て
蜀
に
お
け
る
詞
の
流
行
を
も
た
ら
す
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
歌
謡
に
お
い
て
は
、
詩
句
の
反
復
や
重
出
は
ま
れ
な
こ
と
で
は
な
く
、

近
体
詩
に
お
け
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
自
体
が
た
だ
ち
に
忌
ま
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

八
九

「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」

（
沢
崎
）

い
ま
、
沿
襲
以
外
か
ら
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
毛
文
錫
「
酔
花
間
」
の
其
一
・
其

二
の
前
関
に
そ
れ
ぞ
れ
。

　
休
相
聞
　
伯
相
聞
　
相
間
還
添
恨
　
春
水
満
塘
生
洵
粒
還
相
趙
（
其
一
）

　
深
相
憶
　
莫
相
憶
　
相
憶
情
難
極
　
銀
漢
是
紅
拙
　
一
帯
遥
相
隔
（
其
二
）

と
歌
わ
れ
る
。
両
詞
に
使
用
さ
れ
る
四
箇
所
の
「
相
」
字
、
お
よ
び
三
箇
所
の
「
問
」

字
・
「
憶
」
字
は
整
然
と
し
た
対
を
成
し
て
お
り
、
叙
述
の
上
に
は
明
ら
か
な
対
応

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
両
詞
の
対
比
的
な
効
果
が
積
極
的
に
意
図
さ
れ
て
い

る
と
み
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
、
詞
が
曲
を
伴
う
歌
謡
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
顧
慮

は
、
歌
辞
自
体
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
と
便
宜
と
を
与
え
、
宴
席
等
で
歌
唱
さ
れ
る

さ
い
人
々
の
興
を
さ
そ
う
べ
く
工
夫
が
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
沿
襲
も
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
工
夫
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
小
論
で
は
、
「
花
間
集
」
の
中
で
も
こ
と
に
蜀
の
詞
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
温
庭
笥

の
詞
を
継
承
す
る
こ
と
を
、
沿
襲
と
い
う
観
点
か
ら
具
体
例
に
徴
し
て
確
認
す
る
と

と
も
に
、
沿
襲
は
蜀
の
詞
の
間
に
も
、
ま
た
中
晩
唐
を
主
と
す
る
唐
詩
に
も
及
ん
で

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
用
例
を
も
と
に
、
「
花
間

集
」
に
お
け
る
沿
襲
の
方
法
に
つ
い
て
基
礎
的
整
理
を
試
み
る
と
と
も
に
、
そ
の
頻

出
を
促
し
た
所
以
を
尋
ね
、
最
後
に
、
こ
れ
が
歌
謡
の
辞
と
し
て
積
極
的
な
表
現
効

果
を
意
図
し
て
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
申
し
述
べ
た
。
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、

「
花
間
集
」
五
百
首
の
内
部
で
沿
襲
の
跡
を
尋
ね
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
散
逸

し
て
伝
わ
ら
ぬ
蜀
の
詞
や
唐
五
代
の
詩
詞
は
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
実
際
に
沿

襲
関
係
に
あ
る
作
品
は
、
今
日
知
り
得
る
よ
り
も
多
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
羅

虹
の
「
比
紅
児
詩
」
は
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
が
、
小
論
で
は
、
こ
と
に
唐
詩
と
の
関

係
に
対
す
る
調
査
検
討
が
不
十
分
で
あ
り
、
「
花
間
集
」
以
外
に
収
め
ら
れ
る
唐
。
五

代
詞
に
対
す
る
検
討
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
検
索
の
不
備
を
も
含
め
て
、

大
方
の
御
示
教
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
）
。
人
文
科
学

）
　
「
花
間
集
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
宋
本
花
間
集
」
（
一
九
七
五
年
　
芸
文
印
書
館

　
景
印
）
に
よ
り
、
李
一
眠
「
花
間
集
校
」
（
一
九
八
一
年
　
人
民
文
学
出
版
社
）
を

　
参
照
し
た
。

）
　
村
上
哲
見
「
末
詞
研
究
」
（
一
九
七
六
年
　
創
文
社
）
　
｝
三
七
頁
参
照
。

）
　
「
沿
襲
」
の
語
義
に
つ
い
て
、
簡
略
に
説
明
し
て
お
く
。
修
訂
本
「
辞
源
」

　
（
一
九
八
一
年
　
商
務
印
書
館
）
は
、
沿
襲
を
「
依
照
旧
例
行
事
」
と
説
明
し
、

　
「
陳
書
」
三
三
沈
文
阿
伝
よ
り
、
「
若
此
数
事
、
・
未
聞
於
古
、
後
相
沿
襲
、
至
梁
行

’
之
」
と
い
う
一
文
を
引
く
。
す
な
わ
ち
、
「
沿
襲
」
は
も
と
先
例
に
照
ら
し
て
こ
と

　
を
と
り
行
な
う
こ
と
を
意
味
し
、
七
か
ゼ
倒
礼
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
言
わ
れ

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
χ
　
　
　
　
　
一
Ｉ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ

　
・
た
　
０
「
辞
源
」
が
い
ま
一
例
引
用
す
る
韓
愈
の
文
も
、
や
は
り
儀
礼
に
関
係
す
る
。

　
二
方
、
沿
襲
を
詩
文
に
つ
い
て
言
う
例
は
、
唐
人
元
結
の
「
笛
中
集
序
」
、
に
「
近
世

　
作
者
、
更
相
沿
襲
、
拘
限
声
病
、
喜
尚
形
似
」
と
言
う
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
近
頃
の

　
詩
人
が
「
声
病
・
形
似
」
に
の
み
こ
だ
わ
る
風
潮
を
承
け
継
い
’
で
い
る
こ
と
を
批
難
　
゛

　
し
て
、
言
う
。
末
代
に
入
っ
て
、
「
新
唐
舎
」
二
〇
一
杜
甫
伝
に
、
「
至
宋
之
問
・

　
沈
吠
期
等
、
研
端
声
音
、
浮
切
不
差
、
而
号
律
詩
、
競
相
襲
沿
」
と
あ
り
、
宋
之
問
・

　
沈
栓
期
等
の
新
し
い
詩
体
で
あ
る
「
律
詩
」
を
時
の
人
々
が
争
っ
て
模
倣
し
た
こ
と

　
を
「
襲
沿
」
と
言
う
。
こ
の
場
合
の
「
襲
沿
」
の
意
味
内
容
は
「
匿
中
集
序
」
の

　
「
沿
襲
」
と
同
一
で
あ
ろ
う
。
「
新
唐
轡
」
に
お
く
れ
る
蔡
居
厚
の
「
蔡
寛
夫
詩
話
」

　
に
、
「
国
初
沿
襲
五
代
之
余
、
士
大
夫
皆
宗
白
楽
天
詩
」
（
「
苔
渓
漁
隠
叢
話
」
前
集

　
二
二
引
）
と
言
う
の
も
同
様
の
意
味
で
あ
り
、
宋
初
の
詩
が
五
代
の
詩
風
を
継
承
し

　
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
一
時
代
に
お
け
る
詩
風
の
継
承
に
関

　
し
て
言
わ
れ
る
沿
襲
に
対
し
、
個
々
の
作
品
間
に
お
け
る
表
現
の
摂
取
を
指
摘
し
て

　
沿
襲
と
言
う
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
に
述
べ
た
「
能
改
斎
漫
録
」
や
「
詩
人

　
玉
屑
」
に
「
沿
襲
」
と
い
う
条
を
立
て
、
具
体
例
を
列
挙
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
「
能
改
斎
漫
録
」
の
本
文
中
に
も
、
た
と
え
ば
、
後
蜀
滅
亡
の
さ
い
花
薬

　
夫
人
が
作
っ
た
詩
が
、
実
は
前
蜀
滅
亡
の
お
り
の
王
承
旨
の
詩
に
依
る
こ
と
を
指
摘

　
し
た
の
ち
、
「
乃
知
沿
襲
前
作
」
と
い
う
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
（
巻
八
）
。
か
よ
う

　
な
用
法
は
、
末
代
詩
話
に
散
見
す
る
。
横
山
伊
勢
雄
氏
は
黄
庭
堅
の
典
故
の
用
法
を

　
詳
細
に
論
じ
、
「
古
人
の
詩
句
の
発
想
や
表
現
を
襲
用
す
る
も
の
を
「
沿
襲
」
、
そ

　
の
中
で
も
古
人
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま
自
己
の
詩
に
用
い
る
も
の
を
「
襲
句
」
と
区
別

　
し
て
呼
ぶ
」
と
定
義
さ
れ
た
（
後
掲
論
文
九
五
頁
）
。
横
山
氏
の
定
義
は
、
先
に
述

　
べ
た
沿
襲
の
語
義
の
う
ち
、
主
に
最
後
に
述
べ
た
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

　
小
論
に
用
い
る
沿
襲
も
、
こ
の
意
味
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
「
襲
句
」
は
「
沿
襲
」

（
４
）

に
含
め
て
お
く
。
）
横
山
伊
勢
雄
「
黄
庭
堅
詩
論
考
１
典
故
の
用
法
を
中
心
と
し

て
Ｉ
」
（
「
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
」
八
二
）

　
先
行
作
品
か
ら
の
摂
取
に
つ
い
て
、
「
楽
府
指
迷
」
は
左
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
要
求
字
面
、
当
看
温
飛
卿
・
李
長
吉
・
李
商
隠
及
唐
人
諸
家
詩
句
中
字
面
好
而
不

　
俗
者
、
采
摘
用
之
。
即
如
花
間
集
小
詞
、
亦
多
好
句
。

温
庭
笥
・
（
飛
卿
）
・
李
賀
（
長
吉
）
・
李
商
隠
は
、
い
ず
れ
も
修
辞
に
す
ぐ
れ
た
中

晩
唐
の
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
詩
句
と
と
も
に
「
花
間
集
」
中
の
「
好
句
」
が
摂
取
の

対
象
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
‘
「
詞
源
」
に
も
、
「
如
賀
方

回
・
呉
夢
窓
皆
善
於
錬
字
面
、
多
於
温
庭
笥
・
李
長
吉
詩
中
来
。
」
と
同
様
の
趣
旨

が
述
べ
ら
れ
る
・
ま
曼
『
「
楽
府
指
迷
」
は
周
邦
彦
の
１
　
を
最
も
高
く
評
価
す
る
が
、

そ
の
評
価
Ｋ
は
、
周
邦
彦
の
。
詞
に
・
つ
い
て
’
「
往
往
自
唐
宋
諸
賢
詩
句
中
米
、
而
不
用

経
史
中
生
硬
字
面
、
此
所
以
為
冠
絶
也
。
」
・
と
述
べ
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
た
唐
沫
詩

人
の
詩
か
ら
適
切
な
句
を
摂
取
す
る
こ
と
に
長
じ
る
か
否
か
、
と
い
う
観
点
が
認
め

ら
れ
る
。
七
こ
ろ
で
、
右
引
用
文
中
の
「
字
面
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
夏
承
碍
氏
は
、
Ｌ
．

個
々
の
漢
字
で
は
な
く
、
今
且
い
う
語
倶
（
「
辞
Ｑ
」
）
に
当
た
る
、
と
説
か
れ
る

。
（
後
掲
書
十
五
頁
）
。
語
彙
と
と
も
に
。
、
た
と
。
え
ば
周
邦
彦
の
実
作
に
徴
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
先
行
作
品
の
「
句
」
を
巧
み
に
摂
取
す
る
表
現
が
随
処
に
用
い
ら
れ

て
お
り
、
「
楽
府
指
迷
」
に
言
う
「
唐
宋
諸
賢
詩
句
」
の
範
囲
は
、
語
ｍ
を
含
み
つ

つ
語
彙
の
み
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
周
邦
彦
「
風
流
子
」

の
「
逍
知
新
牧
了
　
開
朱
戸
　
応
自
待
月
西
廂
」
と
い
う
句
は
、
唐
の
元
依
の
「
鶯

鶯
伝
」
に
み
え
る
詩
「
待
月
西
廂
下
　
迎
風
戸
半
開
」
を
襲
う
。
し
た
が
っ
て
、

「
詞
源
」
や
「
楽
府
指
迷
」
に
言
う
、
唐
人
の
詩
や
「
花
間
集
」
か
ら
表
現
を
摂
取

す
べ
し
と
い
う
主
張
は
、
こ
こ
に
扱
う
沿
襲
の
問
題
と
別
物
で
は
な
い
。

　
「
詞
源
注
　
楽
府
指
迷
籤
釈
」
（
一
九
八
一
年
　
人
民
文
学
出
版
社
　
中
国
古
典

文
学
理
論
批
評
専
著
選
輯
之
こ
。
「
詞
源
」
は
夏
承
戮
校
注
、
「
楽
府
指
迷
」
は

蔡
嵩
雲
屋
釈
。
な
お
、
両
氏
の
注
に
は
、
他
に
も
先
行
作
品
か
ら
の
詩
句
の
摂
取
を

説
く
文
献
が
紹
介
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
直
斎
書
録
解
題
」
に
「
美
成
詞
多
用
唐

人
詩
語
、
脇
括
入
律
、
混
然
天
成
」
（
境
釈
四
五
頁
注
四
。
「
美
成
」
は
周
邦
彦
の

字
）
と
言
う
な
ど
。

（
５
）
　
こ
こ
に
比
較
を
試
み
た
温
詞
と
章
詞
の
相
違
は
、
前
者
が
「
緑
窓
」
に
残
さ
れ
る

　
　
　
女
性
の
側
か
ら
歌
う
の
に
対
し
、
後
者
は
「
緑
窓
」
を
振
り
返
り
つ
つ
去
っ
て
ゆ
く

　
　
　
男
性
の
側
か
ら
歌
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
は
な
お
推
測
に
と
ど
ま
る
け
れ
ど
も
、
章
詞

　
　
　
は
温
詞
に
対
す
る
一
種
の
返
歌
と
し
て
読
み
得
る
の
で
は
な
い
か
。
具
体
的
に
言
う

　
　
　
な
ら
ば
、
温
詞
の
「
君
」
（
男
）
は
章
詞
の
「
我
」
で
あ
り
、
温
詞
の
「
門
外
草
婆



ハ
６

ｗ

八
７

口

（
８
）

（
９
）

九
一

薔
　
送
君
聞
馬
噺
」
は
別
れ
の
場
面
を
女
の
側
か
ら
、
章
詞
の
「
残
月
出
門
時
　
美

人
和
涙
辞
」
は
男
の
側
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
句
の
位
置
を
同
じ
く
し
て
歌
う
。
章
詞
の

「
勧
我
早
帰
家
」
も
、
「
楚
辞
」
招
隠
士
の
「
王
孫
遊
発
不
帰
　
春
草
生
号
菱
薔
…
…

王
孫
号
帰
来
」
を
共
通
の
典
故
と
し
て
、
温
詞
の
「
門
外
草
萎
萎
　
送
君
聞
馬
噺
」

を
暗
に
受
け
る
の
で
は
な
い
か
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
申
し
述
べ
る
。

　
中
国
詩
人
選
集
「
李
煌
」
蹟
（
一
九
五
九
年
　
岩
波
書
店
）

　
鹿
虔
展
の
詞
「
臨
江
仙
」
二
の
「
映
窓
糸
柳
臭
煙
青
」
は
、
毛
文
錫
の
「
柳
糸

無
力
奥
煙
空
」
と
沿
襲
関
係
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
鹿
虔
展
の
句
に
は
も
は
や
温
庭
笥

の
「
柳
糸
臭
郷
春
無
力
」
と
の
直
接
の
関
係
は
希
薄
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
右
の
句
に

続
け
て
「
翠
簾
傭
巻
　
約
瑚
杏
花
零
」
と
歌
い
、
閑
中
に
目
覚
め
た
ば
か
り
の
女
性

の
も
の
う
げ
な
動
作
と
情
感
と
を
柳
糸
や
落
花
に
託
し
、
春
の
も
の
う
い
雰
囲
気
と

と
も
に
表
現
す
る
点
で
は
、
温
詞
に
も
相
通
ず
る
。
鹿
虔
展
の
句
の
う
ち
「
杏
花
零
」

は
、
温
庭
笥
の
「
菩
薩
蛮
」
十
一
に
す
で
に
「
杏
花
零
落
香
」
と
あ
り
、
と
も
に
、

関
房
中
に
目
覚
め
た
ば
か
り
の
女
性
の
目
に
映
る
窓
外
の
景
を
描
く
。
こ
の
例
の
よ

う
に
、
「
花
間
集
」
に
お
け
る
表
現
の
摂
取
は
錯
綜
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
張
炎
の
「
詞
源
」
製
曲
に
「
最
是
過
片
不
要
断
了
曲
意
、
須
要
承
上
接
下
」
と
あ

る
。
「
過
片
」
は
、
前
関
の
内
容
を
承
け
つ
つ
後
関
で
新
た
な
展
開
を
示
す
重
要
な

箇
所
と
さ
れ
る
。
唐
末
五
代
の
詞
に
、
後
世
に
言
う
「
過
片
」
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ

た
か
否
か
検
討
を
要
す
る
が
、
章
荘
の
「
惘
帳
暁
鶯
残
月
」
は
、
か
よ
う
な
役
割
を

果
し
て
い
よ
う
。
「
過
片
」
の
実
例
に
つ
い
て
は
、
夏
承
碍
・
呉
熊
和
両
氏
の
「
詞

学
」
（
宏
図
出
版
社
）
八
五
頁
以
下
参
照
。

　
「
暁
鶯
」
と
い
う
語
は
　
「
全
唐
詩
」
に
十
数
例
登
場
す
る
。
そ
の
う
ち
「
柳
色

参
差
掩
画
楼
　
暁
鶯
啼
送
満
宮
愁
」
（
司
馬
礼
　
宮
怨
）
、
「
玉
塞
夢
帰
残
燭
在
　
暁

鶯
窓
外
嘲
梧
桐
」
（
李
中
　
春
閏
辞
）
な
ど
は
、
関
怨
の
情
を
歌
う
。
司
馬
札
は
晩

唐
の
人
、
李
中
は
五
代
南
唐
の
人
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
閏
怨
詩
に
「
花
間
集
」
の

表
現
と
共
通
す
る
例
が
あ
る
こ
と
は
、
李
中
の
「
春
闘
辞
」
二
な
ど
を
例
に
述
べ
た

こ
と
が
あ
る
（
後
掲
拙
論
四
三
頁
）
。
一
方
、
他
な
ら
ぬ
章
荘
の
詩
に
「
暁
鶯
聞
自

嘲
　
遊
客
暮
空
回
」
（
寄
園
林
主
人
）
と
あ
る
例
は
、
詩
の
題
名
か
ら
も
知
ら
れ
る

よ
う
に
男
女
の
別
離
に
は
関
わ
ら
ず
、
「
花
間
集
」
の
用
例
と
は
相
違
す
る
。
「
花

間
集
」
に
お
い
て
「
暁
鶯
」
が
も
っ
ぱ
ら
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
特
定
の
文
脈
に
お

い
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
、
温
庭
笥
を
首
唱
者
と
す
る
「
花
間
集
」
の
詞
人

達
の
、
詞
に
対
す
る
共
通
の
美
意
識
に
支
え
ら
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

「
花
間
集
」
の
詞
と
し
て
、
特
色
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
途
欽
立
輯
校
・
「
先

秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
」
（
一
九
八
三
年
　
中
華
書
局
）
に
「
暁
鶯
」
の
用
例
は
無
い
。

　
「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」
　
　
　
　
（
沢
崎
）

八
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「
鶯
（
。
双
を
含
む
）
」
が
「
文
選
」
に
二
例
、
「
玉
台
新
詠
」
に
五
例
み
え
る
の
み

　
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
六
朝
詩
に
鳥
を
詠
ず
る
作
は
多
い
が
、
鶯
は
な

　
お
広
い
作
詩
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
拙
論
「
「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
昏
・
魂
・
痕
」
等
に
つ
い
て
」
’
（
「
高
知
大
国
文
」

　
十
五
）

）
　
「
花
間
集
」
か
ら
「
倚
欄
」
等
の
表
現
を
例
示
し
て
お
く
。
「
凭
」
「
憑
」
は
と

　
も
に
、
も
た
れ
か
か
る
意
で
あ
る
。

独
倚
朱
欄
情
不
極

倚
欄
無
語
揺
軽
扇

倚
檻
無
言
愁
思
遠

含
情
無
語
倚
楼
西

無
言
斜
倚
小
書
楼

宿
粧
個
帳
倚
高
閣

無
惨
独
倚
門

魂
鎖
無
語
倚
閑
門

閑
倚
戸

独
倚
朱
扉
閑
立

欲
別
無
言
倚
画
屏

愁
倚
錦
屏
低
雪
面

無
語
倚
雲
屏

含
愁
独
倚
閏
韓

独
凭
朱
欄
思
深

凭
粧
閤

欲
憑
危
檻
恨
偏
長

（
孫
光
憲
　
河
潰
神
二
）

（
毛
煕
震
　
後
庭
花
三
）

（
顧
瓊
　
玉
楼
春
二
）

（
張
泌
　
涜
渓
沙
一
）

（
顧
瓊
　
涜
渓
沙
八
）

（
温
庭
笥
　
酒
泉
子
二
）

（
温
庭
笥
　
菩
薩
蛮
十
一
）

（
顧
瓊
　
虞
美
人
四
）

（
章
荘
　
更
漏
子
）

（
毛
煕
震
　
河
満
子
二
）

（
章
荘
　
望
遠
行
）

（
魏
承
斑
　
玉
楼
春
一
）

（
鹿
虔
展
臨
江
仙
二
）

（
毛
煕
震
　
清
平
楽
）

（
章
荘
　
清
平
楽
二
）

（
蔀
昭
蔽
　
相
見
歓
）

（
閻
選
　
臨
江
仙
一
）

八

　
　
以
上
の
よ
う
な
表
現
は
、
宋
詞
に
も
承
け
継
が
れ
た
。
王
萬
傅
の
「
点
緯
唇
」
に

　
　
「
誰
会
憑
闇
意
」
と
言
い
、
柳
永
の
「
鳳
棲
梧
」
に
「
無
言
誰
会
凭
闇
意
」
と
言
う
。

　
　
こ
こ
に
「
意
」
字
を
加
え
る
の
は
、
「
闇
に
よ
る
」
と
い
う
姿
勢
の
中
に
、
あ
る
感

　
　
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
直
接
に
言
葉
の
上
に
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。

1
1
）
　
村
上
哲
見
氏
は
こ
の
句
に
言
及
し
て
、
「
こ
と
に
「
愁
紅
」
の
二
字
は
、
い
か
に

　
　
も
飛
卿
ら
し
い
表
現
で
あ
る
。
「
紅
」
の
字
は
、
詩
の
中
で
は
往
々
に
し
て
一
切
の

　
　
華
麗
な
る
も
の
の
象
徴
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
が
、
飛
卿
の
詩
の
中
に
現



ｌ

九
二
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高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
）
　
人
文
科
学

　
わ
れ
る
こ
の
字
は
、
し
ば
し
ば
陰
硲
な
駱
り
を
と
も
な
う
。
」
（
注
２
「
末
詞
研
究
」

　
一
一
七
頁
）
と
指
摘
さ
れ
る
。

）
　
「
開
花
花
不
語
」
と
い
う
句
は
、
「
才
調
集
」
十
所
収
の
無
名
氏
「
雑
詩
」
に
も

　
　
　
「
尽
日
問
花
花
不
語
　
為
誰
零
落
為
誰
開
」
と
み
え
、
こ
れ
は
も
と
「
松
陵
集
」
八

　
　
　
に
収
め
ら
れ
る
皮
日
休
の
「
傷
進
士
厳
子
重
詩
」
の
序
文
に
出
る
。
欧
陽
脩
の
「
蝶

　
　
　
恋
花
」
に
「
涙
眼
開
花
花
不
語
　
乱
紅
飛
過
鰍
腿
去
」
と
あ
り
、
蘇
弑
の
詩
「
述
古

　
　
　
聞
之
明
日
即
至
坐
上
復
用
前
韻
同
賦
」
に
「
太
守
問
花
花
有
語
　
為
君
零
落
為
君
開
」

　
　
　
と
あ
゛
る
の
は
、
詩
詞
に
亙
る
沿
襲
の
一
例
で
あ
る
。
「
能
改
斎
漫
録
」
。
八
に
■
ｔ
S
i
o
の

　
　
　
蘇
弑
の
詩
が
沿
襲
例
と
し
て
引
か
れ
る
。
。
ま
た
、
「
蘇
文
忠
詩
合
註
」
九
の
当
該
詩

　
　
　
の
注
参
照
。
　
　
　
　
　
バ
　
～
　
　
　
　
、
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
一

（
1
3
）
‘
｀
同
一
作
者
の
手
に
な
る
詞
に
同
」
表
現
が
重
出
す
る
例
を
顧
瓊
の
詞
か
ぎ
あ
げ
る

　
『
プ
な
ら
ば
、
「
涜
渓
沙
」
一
の
ヽ
「
可
堪
蕩
子
不
還
家
、
・
：
：
小
屏
狂
夢
極
天
涯
」
に
対
し

　
　
　
て
「
酒
泉
子
」
六
に
「
恨
無
涯
　
小
屏
斜
　
堪
憎
蕩
子
不
還
家
」
が
あ
る
。
同
じ
く

　
’
ヽ
顧
瓊
‥
「
甘
州
子
」
三
の
「
綺
鑓
散
後
繍
会
同
…
…
山
枕
上
　
長
是
怯
晨
鍾
」
に
対
し

　
　
　
て
「
涜
渓
沙
」
五
に
「
惹
香
暖
夢
繍
会
重
’
覚
来
枕
上
怯
晨
鍾
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
゛

、
。
こ
の
「
惹
香
暖
夢
…
…
」
の
直
前
に
置
か
れ
る
句
「
背
帳
風
揺
紅
脳
滴
」
に
対
し
て

　
　
　
「
玉
楼
春
」
一
に
「
颯
颯
風
揺
庭
爾
竹
…
…
背
帳
猶
残
紅
腫
燭
」
が
あ
る
。
実
は
、

　
　
　
こ
の
「
玉
楼
春
」
　
一
は
「
月
照
玉
楼
春
漏
促
　
颯
颯
風
揺
庭
瑚
竹
　
夢
驚
鴛
被
覚
来

　
　
　
時
　
何
処
管
絃
声
断
続
…
…
背
帳
猶
残
紅
脳
燭
」
と
歌
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
押
韻
字

　
　
　
（
促
竹
続
燭
）
の
一
致
を
と
も
な
い
つ
つ
、
章
荘
「
謁
金
門
」
　
一
の
前
関
「
春
漏
促

　
　
　
　
金
仙
暗
挑
残
燭
　
一
夜
簾
前
風
憾
竹
　
夢
魂
相
断
続
」
を
承
け
る
と
思
わ
れ
、
一

　
　
　
首
が
有
す
る
沿
襲
関
係
は
自
他
の
句
に
及
ん
で
、
と
も
に
全
体
を
構
成
す
る
部
分
と

　
　
　
な
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
最
後
に
引
用
し
た
章
荘
の
「
謁
金
門
」
　
一
に

　
　
　
対
し
て
牛
嬌
の
「
更
漏
子
」
二
前
関
に
「
春
夜
閔
　
更
漏
促
　
金
焔
暗
挑
残
燭
　
驚

　
　
　
夢
断
　
錦
屏
深
　
両
郷
明
月
心
」
と
歌
う
の
は
、
や
は
り
押
韻
字
（
促
燭
）
の
一
致

　
　
　
を
と
も
な
っ
た
沿
襲
で
あ
っ
て
、
「
花
間
果
」
に
お
い
て
沿
襲
が
錯
綜
し
て
行
な
わ

　
　
　
れ
る
、
ま
た
｝
例
で
あ
る
。

八

1
4
）
　
　
「
花
間
集
」
の
詞
人
に
し
て
相
当
量
の
詩
を
伝
え
る
者
に
、
温
庭
笥
・
章
荘
・
和

　
　
凝
が
い
る
。
以
下
に
、
こ
の
三
家
の
作
品
か
ら
、
同
一
作
者
の
手
に
な
る
詩
詞
に
同

　
　
一
表
現
が
重
出
す
る
例
を
あ
げ
る
。
温
庭
笥
「
菩
薩
蛮
」
九
の
「
満
宮
明
月
梨
花
白
」

　
　
に
対
し
て
、
そ
の
詩
に
「
満
楼
明
月
梨
花
白
」
（
舞
衣
曲
　
才
調
集
二
）
が
あ
る
こ

　
　
と
は
、
華
連
圃
撰
「
花
間
集
註
」
（
一
九
三
六
年
再
版
　
上
海
商
務
印
書
館
）
六
頁

　
　
等
に
指
摘
が
あ
る
。
章
荘
が
下
第
し
た
年
の
詩
「
発
丑
年
下
第
献
新
先
輩
」
（
才
調

　
　
雄
三
）
に
「
五
更
残
月
省
池
辺
　
緯
詣
蝦
座
卓
暁
煙
　
千
矩
火
中
鶯
出
谷
　
一
声
鐘

（
1
5
）

（
1
6
）

後
鶴
冲
天
」
と
あ
り
、
一
方
、
「
喜
遷
鶯
」
其
一
に
「
襟
袖
五
更
風
…
…
竟
腔
緯
節

　
一
群
群
」
、
其
二
に
「
平
地
一
声
雷
　
鶯
已
遷
　
龍
已
化
…
…
争
看
鶴
冲
天
」
と
歌

わ
れ
る
の
は
、
「
喜
遷
鶯
」
其
｝
・
其
二
が
い
わ
ゆ
る
本
意
の
作
で
あ
っ
て
、
科
挙

試
に
関
係
す
る
た
め
で
あ
る
。
和
凝
に
は
七
言
絶
句
に
よ
る
「
宮
詞
」
　
一
百
首
が
あ

り
、
こ
こ
に
使
用
さ
れ
る
華
麗
な
語
彙
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
詞
と
共
通
す
る
。
た
と

え
ば
、
「
春
光
好
」
　
一
の
「
金
盤
点
綴
醇
山
」
に
対
し
て
「
暖
金
盤
裏
点
醇
山
」
（
宮

詞
二
二
）
が
あ
り
、
同
じ
く
「
山
花
子
」
　
一
の
「
鶯
錦
蝉
毀
馥
箭
臍
　
軽
裾
花
草
暁

姻
迷
」
に
対
し
て
「
鶯
錦
蝉
羅
撒
箭
臍
俊
睨
軽
噴
瑞
姻
迷
」
（
三
八
）
が
あ
り
、

ま
。
た
同
じ
く
「
山
花
子
」
二
の
「
玉
腕
重
金
挺
腎
　
澄
杭
粧
　
幾
度
試
香
繊
手
暖

　
一
週
嘗
酒
緯
将
光
」
に
対
し
て
、
’
そ
れ
ぞ
れ
「
捉
腎
交
光
紅
玉
軟
」
（
九
九
　
こ
の

「
紅
玉
軟
」
。
と
い
う
表
現
は
、
和
凝
自
身
の
「
臨
江
仙
」
二
に
も
［
肌
骨
細
句
紅
玉

軟
］
と
使
用
さ
れ
る
。
）
、
・
「
試
香
開
立
御
炉
前
」
（
八
三
）
、
「
降
将
呼
吸
引
春
鶯
」

（
九
四
）
が
あ
る
。
な
お
、
向
一
作
者
に
よ
る
同
」
表
現
が
詩
詞
に
重
出
す
る
例
と

‘
そ
の
含
味
皿
つ
い
Ｉ
て
は
、
村
上
哲
見
氏
が
晏
殊
の
例
菱
引
ぎ
、
詳
し
く
論
七
て
お
ら

れ
る
。
注
２
「
末
詞
研
究
」
三
八
頁
以
下
、
。
お
よ
び
同
氏
の
’
「
宋
詞
」
（
一
九
七
三

年
　
筑
摩
書
房
）
「
詩
と
詞
」
ｊ
の
項
参
照
。
ま
た
、
近
年
、
周
本
淳
氏
も
、
蘇
弑
の

作
に
つ
い
て
詩
詞
に
重
出
す
る
例
を
紹
介
さ
れ
た
。
「
詩
詞
贅
語
」
（
「
学
林
漫
録
」

五
渠
　
一
九
八
二
年
　
中
華
書
局
）
参
照
。

　
こ
の
注
の
始
め
に
引
い
た
、
華
連
圃
撰
「
花
間
乗
註
」
は
、
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
蔵
本
よ
り
複
写
を
許
可
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。
近
年
、
こ

の
書
の
改
訂
版
が
、
華
鍾
彦
撰
「
花
間
集
註
」
（
一
九
八
三
年
　
中
州
書
画
社
）
と

し
て
出
版
さ
れ
た
。

　
鈴
木
修
次
氏
は
、
同
一
作
者
に
よ
る
異
な
っ
た
詩
に
重
出
す
る
句
を
「
複
句
」
と

称
さ
れ
る
。
「
複
句
」
に
つ
い
て
は
、
同
氏
「
元
好
問
」
　
（
一
九
六
五
年
　
集
英
社
）

解
説
、
お
よ
び
「
許
渾
と
杜
牧
」
（
「
東
方
学
」
第
六
一
輯
）
、
ま
た
新
免
恵
子
「
岑

参
の
詩
に
つ
い
て
ト
～
工
同
一
表
現
の
多
用
－
」
（
「
日
本
中
国
学
会
報
」
第
三
三
集
）

に
詳
し
い
。
「
複
句
」
は
唐
の
李
頻
や
劉
兼
の
詩
に
も
み
ら
れ
る
。
李
頻
の
場
合
、

「
複
句
」
を
含
む
詩
は
両
首
の
詩
題
が
似
て
お
り
、
同
一
情
況
下
に
作
ら
れ
た
こ
と

を
示
す
こ
と
、
す
べ
て
五
言
律
詩
で
、
し
か
も
「
複
句
」
は
両
首
の
同
一
聯
に
置
か

れ
る
こ
と
な
ど
、
自
覚
的
な
作
詩
作
法
が
存
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
し
め
る
。
こ
の

点
、
「
花
間
集
」
の
例
と
は
一
律
に
は
論
じ
得
な
い
。

　
「
才
調
集
」
の
テ
キ
ス
ト
は
、
四
部
叢
刊
集
部
所
収
景
述
古
堂
妙
本
に
よ
り
、
汲

古
閣
本
、
な
ら
び
に
「
才
調
集
補
註
」
（
乾
隆
五
十
八
年
刊
本
　
内
閣
文
庫
蔵
）
を
参

看
し
た
。



　
（
1
7
）
　
田
中
謙
二
「
欧
陽
脩
の
詞
に
つ
い
て
」
（
「
東
方
学
」
第
七
輯
）
参
照
。

　
（
1
8
）
　
周
邦
彦
の
「
意
難
忘
」
に
「
低
霊
蝉
影
動
　
私
語
口
脂
香
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に

　
　
　
　
「
低
鬘
蝉
影
勁
」
も
、
「
才
調
集
」
五
に
収
め
る
元
柾
の
「
会
真
詩
三
十
韻
」
中
の

　
　
　
　
一
句
を
襲
う
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
9
）
　
施
肩
吾
の
「
夜
誤
曲
」
は
巻
七
に
も
「
夜
宴
詞
」
と
題
し
て
収
め
ら
れ
、
「
碧
窓

　
　
　
　
弄
嬌
粧
洗
晩
」
に
作
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
才
調
集
」
千
首
に
は
、
同
一
作
品
が
わ

　
　
　
　
ず
か
な
字
句
の
異
同
を
と
も
な
っ
て
収
め
ら
れ
る
例
が
ま
ま
有
り
、
注
意
を
要
す
る
。

　
（
2
0
）
　
「
銀
漢
是
紅
胎
」
が
李
商
隠
の
「
代
応
」
に
出
る
こ
と
は
、
中
田
勇
次
郎
氏
に
指

　
　
　
　
摘
が
あ
る
。
「
歴
代
名
詞
選
」
（
一
九
六
五
年
　
集
英
社
）
　
一
一
〇
頁
参
照
。

　
（
2
1
）
　
川
合
康
三
氏
に
よ
れ
ば
、
「
代
詞
」
と
は
「
被
喩
詞
が
文
脈
に
あ
ら
わ
れ
な
い
比

　
　
　
　
喩
表
現
」
で
あ
り
、
も
と
、
銭
鍾
書
氏
の
「
談
芸
録
」
に
出
る
用
語
で
あ
る
。
川
合

　
　
　
　
氏
「
李
賀
の
表
現
」
（
「
文
化
」
第
四
四
巻
第
三
・
四
号
）
十
頁
参
照
。

・
（
刀
一
）
　
「
愁
紅
」
に
つ
い
て
は
、
注
‥
‐
、
な
ら
び
に
注
2
1
川
合
氏
論
文
二
。
０
頁
参
照
。

　
　
　
　
「
愁
紅
」
が
、
李
賀
、
温
庭
笥
、
詞
、
と
ひ
き
つ
が
れ
る
こ
と
も
、
川
合
氏
の
論
文

　
　
　
　
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
3
）
　
「
春
碧
」
は
、
温
庭
笥
の
詩
「
謝
公
壁
歌
」
に
も
「
謝
郎
東
屋
連
春
碧
」
と
用
い

　
　
　
　
ら
れ
る
。

　
（
2
4
）
　
「
宛
風
」
の
「
風
」
字
、
「
唐
詩
紀
事
」
六
九
は
「
如
」
に
作
る
。
（
一
九
六
五

　
　
　
　
年
中
草
書
局
排
印
本
に
、
こ
の
詩
に
関
す
る
校
記
は
な
い
。
）
「
風
」
字
は
、
王
文
詰

　
　
　
　
輯
「
唐
代
叢
書
」
（
一
九
七
一
年
新
興
書
局
景
印
嘉
慶
十
一
年
序
刊
本
）
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　
中
田
勇
次
郎
氏
は
、
「
涜
渓
沙
」
の
「
宛
風
」
を
「
宛
転
し
て
ふ
く
風
の
意
で
あ
ろ

　
　
　
　
う
。
」
と
説
か
れ
る
。
「
歴
代
名
詞
選
」
　
一
二
二
頁
注
参
照
。

　
（
2
5
）
　
「
四
庫
提
要
」
　
一
四
〇
に
よ
れ
ば
、
「
唐
抵
言
１
　
　
の
成
立
年
代
は
「
周
世
宗
顕

　
　
　
　
徳
元
年
以
後
」
す
な
わ
ち
九
五
四
年
以
降
、
撰
者
王
定
保
の
晩
年
の
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
れ
は
、
「
花
間
集
」
の
成
立
（
九
四
〇
年
序
）
の
後
、
そ
れ
ほ
ど
。
時
を
経
る
も
の

　
　
　
　
で
は
な
い
。
「
唐
抵
言
」
に
「
比
紅
児
詩
」
に
つ
い
て
「
大
行
於
時
」
と
言
う
の
は
、

　
　
　
　
当
時
に
お
け
る
流
行
を
伝
え
る
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。

　
（
2
6
）
　
「
北
夢
瓊
言
」
　
一
三
に
「
軋
有
俊
才
、
嘗
見
離
陰
官
妓
比
紅
児
詩
、
他
無
聞
也
。
」

　
　
　
　
と
あ
る
。

　
（
2
7
）
　
温
庭
笥
の
作
品
が
、
章
荘
を
始
め
、
蜀
の
文
人
間
で
尊
重
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
事

　
　
　
　
例
を
以
下
に
記
す
。
①
唐
の
光
化
三
年
、
章
荘
は
、
「
奇
才
有
り
て
、
麗
句
清
詞
、

　
　
　
　
偏
く
詞
人
の
口
に
在
る
」
も
、
聖
徳
に
う
る
お
わ
ず
、
冥
路
に
没
し
た
不
遇
の
文
人

　
　
　
　
十
四
名
に
対
し
、
進
士
及
第
を
追
賜
し
、
補
閥
拾
遺
を
贈
り
た
い
と
す
る
旨
の
上
奏

　
　
　
　
文
を
認
め
た
。
（
「
容
斎
三
筆
」
七
　
唐
昭
宗
愉
録
儒
士
に
み
え
る
。
）
こ
こ
に
選
ば

九
三
　
　
「
花
間
集
」
に
お
け
る
「
沿
襲
」
　
　
　
　
（
沢
崎
）

　
　
れ
た
李
賀
以
下
十
四
名
の
中
に
は
、
や
は
り
後
に
「
花
間
集
」
に
作
品
を
収
め
ら
れ
る

　
　
皇
甫
松
と
と
も
に
、
温
庭
笥
の
名
が
含
ま
れ
て
い
る
。
温
庭
笥
は
、
俊
才
を
有
し
な

　
　
が
ら
傲
岸
不
遜
な
態
度
に
よ
っ
て
官
僚
社
会
と
相
容
れ
ず
、
排
斥
さ
れ
て
つ
い
に
及

　
　
第
を
果
さ
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
が
、
章
荘
は
温
庭
笥
を
、
先

　
　
の
上
奏
文
の
趣
旨
に
沿
う
人
物
と
し
て
高
く
評
価
し
た
。
評
価
の
観
点
が
、
「
麗
句

　
　
清
詞
」
の
創
作
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
上
奏
文
に
み
え
る
通
り
で
あ
る
。
②
後
蜀
の
章

　
　
殼
編
「
才
調
集
」
に
、
詩
六
十
一
首
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
才
調
揚
」
の
編

　
　
纂
に
影
響
を
与
え
た
「
又
玄
集
」
の
編
者
・
章
荘
の
詩
六
十
三
首
に
次
ぐ
多
数
で
あ

　
　
る
。
（
村
上
氏
「
宋
詞
研
究
」
’
「
温
飛
卿
詞
論
」
の
注
６
参
照
）
な
お
、
「
又
玄
集
」

　
　
に
は
温
庭
笥
の
詩
五
首
が
収
め
ら
れ
、
こ
れ
は
杜
甫
の
七
首
に
次
ぎ
、
杜
牧
他
数
名

　
　
の
五
首
に
並
ぶ
。
③
「
花
間
集
」
に
、
十
八
家
中
最
多
の
六
十
六
首
が
収
め
ら
れ
る
。

　
　
④
「
花
間
集
序
」
に
、
「
近
代
温
飛
卿
復
有
金
器
集
」
と
特
に
称
揚
を
受
け
る
。

（
2
8
）
　
張
泌
の
「
女
冠
子
」
（
上
段
）
と
鹿
虔
展
の
「
女
冠
子
」
（
下
段
）
と
を
対
照
し

　
　
　
て
掲
げ
る
。

　
　
　
　
露
花
煙
草
　
　
　
　
　
　
鳳
楼
瑛
樹

　
　
　
　
寂
寞
五
雲
三
島
　
　
　
惘
帳
劉
郎
一
去

　
　
　
　
正
春
深
　
　
　
　
　
　
　
正
春
深

　
　
　
　
児
減
潜
鎖
玉
　
　
　
　
　
洞
裏
愁
空
結

　
　
　
　
香
残
尚
惹
襟
」
、
　
　
　
人
間
信
莫
尋
」

　
　
　
　
竹
疎
虚
檻
静
　
　
　
　
　
竹
疎
斎
殿
廻

　
　
　
　
松
密
醵
壇
陰
・
　
　
　
　
松
密
酷
壇
陰

　
　
　
　
何
事
劉
郎
去
　
　
　
　
　
倚
雲
低
首
望

　
　
　
　
信
況
況
　
　
　
　
　
　
　
可
知
心

（
2
9
）
　
「
東
披
楽
府
箆
」
三
「
南
郷
子
」
集
句
な
ど
。

（
3
0
）
　
「
夕
陽
芳
草
千
里
　
万
里
」
の
句
読
は
、
「
花
間
集
校
」
（
注
１
）
等
に
依
る
が
、

　
　
　
「
詞
律
」
六
・
「
詞
譜
」
十
一
で
は
「
夕
陽
芳
草
　
千
里
万
里
」
と
読
み
、
押
韻
箇

　
　
　
所
は
「
過
・
里
」
二
箇
所
と
す
る
。

（
3
1
）
　
「
天
水
碧
」
の
故
事
は
、
宋
閥
名
撰
「
五
国
故
事
」
巻
上
（
知
不
足
斎
叢
書
第
十

　
　
　
一
集
所
収
）
等
に
み
え
る
。
な
お
、
「
棚
荘
漫
記
」
に
づ
い
て
は
、
葉
嘉
螢
著
「
迦

　
　
　
陵
論
詞
叢
稿
」
（
一
九
八
〇
年
　
上
海
古
籍
出
版
社
）
三
六
頁
に
注
記
が
あ
る
。

（
3
2
）
　
注
1
7
論
文
十
二
頁
。

（
3
3
）
　
閻
選
は
「
花
間
集
」
に
「
閻
処
士
選
」
と
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
後
蜀
後
主
に
事

　
　
　
え
た
「
五
鬼
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
お
り
（
注
3
5
）
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
も
ま

　
　
　
た
他
の
「
花
間
集
」
の
詞
人
と
交
流
を
も
っ
た
こ
と
に
な
る
。



九
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告

第
三
十
四
巻

（
一
九
八
五
）

人
文
科
学

（
3
4
）
　
「
詞
壇
」
と
い
う
語
は
、
村
上
氏
「
宋
詞
研
究
」
一
三
五
頁
に
使
用
さ
れ
て
い
る

　
　
　
の
に
よ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

（
3
5
）
　
「
鹿
虔
服
：
…
与
欧
陽
煩
・
韓
踪
・
閻
選
・
毛
文
錫
等
、
倶
以
工
小
詞
供
奉
後
主
、

　
　
　
時
人
忌
之
者
号
日
五
鬼
。
」
（
十
国
春
秋
五
六
）
ま
た
「
十
国
春
秋
」
四
一
毛
文
錫
伝

　
　
　
に
゛
も
「
与
欧
陽
畑
等
五
人
以
小
辞
為
後
蜀
主
所
賞
」
と
あ
る
。
な
お
、
「
十
国
春
秋
」

　
　
　
の
歴
史
史
料
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
三
年
中
華
書
局
排
印
本
「
十
国

　
　
　
春
秋
」
に
付
せ
ら
れ
る
徐
敏
霞
氏
に
よ
る
「
点
校
説
明
」
に
詳
し
い
。

（
3
6
）
　
「
殉
以
小
辞
為
後
主
所
賞
、
’
常
製
涜
渓
紗
詞
」
（
十
国
春
秋
四
四
）

（
3
7
）
　
詞
に
関
わ
る
王
術
・
の
事
跡
を
左
に
掲
げ
る
。
　
　
　
　
ｊ

　
　
　
ｌ
（
術
）
潜
与
太
后
・
太
妃
游
青
城
山
、
宮
人
衣
服
、
皆
画
雲
霞
、
瓢
然
望
之
若
仙
。

　
　
　
　
街
自
作
≒
甘
州
曲
」
、
述
其
仙
状
、
上
下
山
谷
、
后
常
鼠
歌
、
　
而
使
宮
人
皆
和
之
。

　
　
　
　
（
新
五
代
史
六
三
他
）
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☆
‘
　
…

　
　
　
こ
£
舟
巡
間
中
、
舟
子
皆
衣
錦
細
、
術
自
製
「
水
調
銀
漢
曲
」
゛
命
楽
工
歌
之
。
（
蜀

　
　
　
　
綴
机
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
‥
。
　
　
’
―
μ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
Ｊ
ｒ

　
　
　
こ

　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
一

　
　
　
　
臣
于
宣
華
苑
、
‘
夜
分
未
罷
、
街
自
唱
韓
踪
「
柳
枝
」
詞
日
。
（
蜀
綴
机
上
）

　
　
　
右
の
記
載
に
つ
い
て
、
以
下
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
①
「
甘
州
曲
」
「
水
調
銀
漢

　
　
　
曲
」
「
寛
裳
羽
衣
」
「
後
庭
花
」
「
思
越
人
」
「
柳
枝
」
は
す
べ
て
詞
牌
名
で
あ
る
。

　
　
　
②
そ
れ
ら
は
歌
唱
さ
れ
た
。
③
「
術
自
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
術
自
ら
作
詞
作

　
　
　
曲
し
、
板
を
執
っ
て
歌
唱
す
る
に
及
ん
だ
。
④
創
作
・
歌
唱
に
は
、
群
臣
・
宮
人
・

　
　
　
楽
工
が
伴
っ
た
。
⑤
そ
の
場
も
、
宮
廷
始
め
、
山
川
の
遊
に
及
ん
だ
。
⑥
先
人
の
詞

　
　
　
が
享
受
さ
れ
た
。
第
三
の
例
に
「
術
自
唱
韓
踪
柳
枝
詞
」
と
い
う
韓
踪
は
中
唐
の
人

　
　
　
と
さ
れ
、
「
全
唐
詩
」
な
ら
び
に
林
大
椿
輯
「
唐
五
代
詞
」
は
と
も
に
唐
人
作
と
し

　
　
　
て
、
そ
の
詞
を
収
め
る
。
た
だ
し
、
「
五
鬼
」
の
一
人
に
「
韓
踪
」
の
名
が
み
え
、

　
　
　
な
お
疑
問
を
残
す
。

（
3
8
）
　
「
直
斎
書
録
解
題
」
十
五
に
、
「
煙
花
集
五
巻
　
蜀
後
主
王
術
集
艶
詩
二
百
篇
且

　
　
　
為
之
序
」
と
あ
る
。

（
昭
和
六
十
年
九
月
　
六
　
日
受
理
）

（
昭
和
六
十
年
十
月
二
十
九
日
発
行
）

' て
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